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ク
ス
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相

対

的

遍

剰

人

口

論

に

：：が

ん

す

る

：一
：考

察

は

よ

き

序
マ
ル
ク
ス
の
雇
用

•

失
業
分
析
に
本
け
る
基
本
的
特
徴
.
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㈠

節
資
本
の
蓄
溃
過
程
に
お
け
る
可
変
資
本

(0
'

相
対
的
減
€
傾
向
と 

そ

の

絶

対

的

増

加

賴

向
.
 

'

㈡

節
資
本
の
有
機
的
構
成
の
高
度
化
に
と
も
な
ぅ
相
対
的
過
剰
人
口

..

の
発
生
.

■

•

S

節
恐
慌
に
よ
る
相
対
的
過
剰
人
口
の
排
出

 

>

㈣

節
労
働
者
の

「

反
撥

」

.「

吸
引
1-
過
程
に
お
け
る
転
落
と
相
対
的 

過
剰
人
口
の
固
定
化
傾
向

㈤

節
労
働
お
よ
び
労
働
力
の
供
給
増
加
に
よ
る
相
対
的
過
剰
人
口
，の 

倍
加
傾
向 

■ 

, . 

•

㈥

節
資
本
制
的
蓄
積
の
発
展
に
と
も
な
う
相
対
的
過
剰
人
口
の
増
大

井：
：
衬
：
喜
代
子

.

.

.

.

.

.は

し

が

.き

マ
ル
ク
ス
の
相
対
的
過
剰
人
口
の
理
論
は
、

マ
ルク
ス
M

済
学
の
主
要
理
論 

と
-
し
：て̂

く
普
及
し
て
お
り> 
も
は
や
検
討
す
る
.必
要
も
な
い
か
の
よ
う
に
思 

わ
れ
て
い
る
き
ら
い
がIあ
を
。

〔

し
か
し
実
際
のi

こ
ろ
は
、
そ
の
理
論
内
容
の. 

理
猙
は
決
し
て
容
易
で
は.な
い
し
、
し
た
が
っ
て
い
ま
な
お
統
一
し
た
充
分
な 

解
釈
が
み
ら
れ
な
い
状
態
で
あ
る
。

-

ま
ず
、

マ
ル
ダス
0

相

対

吣

砠

_

^

ロ

論

を

め

ぐ

っ
て
ふ
る
く
か
ら
論
議
さ 

れ
て
い
る
問
題
は
、
資
本
の
有
機
的
構
成
の
高
度
化
が
可
変
資
本
の
相
対
的
減 

少
を
：と
も
な
う
と
し
て
も
、
投
下
資
本
総
額
の
増
大
に
よっ
て
可
変
資
本
の
絶 

外
阶
増
加
が
可
能
で
あ
る
以
上
、
有
機
的
構
成
の
高
度
化
か
ら
た
だ
ち
に
相
対

• 

(

注
I

V

的
過
剰
人
ロ
め
発
生
を
推
論
で
き
な
い
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
戦
後
に
お
け
る 

マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
概
説
書
に
お
い
て
も
、

「

窮
之
化」

.の
論
議
等
に
お
い
て 

も
、.
有
機
的
構
成
の
高
度
化
に
よ
る
可
変
資
本
の
相
対
的
減
少
か
ら
た
だ
ち
に 

.

相
対
的
過
剰
人
口
の
発
生
を
説
く
傾
向
が
強
く
、
右
の
疑
問
に
た
い
す
る
解
答

は
与
え
ら
れ
て
い.
な
い
。
も
っ
と
も1

部
の
論
者
は
こ
の
点
を
反
省
し
、
生
産 

力
の
向
上
•

資
本
の
蓄
積
が
き
わ
め
て
不
規
則
•
不
均
等
に
す
す
む
無
政
府
的 

生
産
の
も
と
で
、
労
働
者
が
た
え
ず

「

反
撥」

•「

吸
ぢ
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
、 

相
対
的
過
剰
人
口
の
発
生
の
現
実
的
根
拠
を
も
と
め
ら
れ
る
に
い
た

っ
た
が
、

(

注2 )

そ
の
た
ち
い
っ
た
分
析
は
な
お
行
な
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
た
、

：

マ
ル
ク
ス
は
、.産
業
循
環
の
変
動
が
相
対
的
過
剰
人
ロ
を

r

補
充
し
、 

し
か
も
そ
の
最
も
精
力
的
な
再
生
産
能
因
の
：
一
つ
と
な
る

」

と
の
ベ
て
い
る
の 

で
あ
る
が
、
こ
の
間
題
は
、
有
機
的
構
成
の
高
度
化
に
■と
も
た
う
相
対
蚱
過
剰 

人
口
の
発
生
の
問
題
と
い
か
：に
区
別
し
、
.ま
た
い
か
に
関
連
づ
け
て
理
解
す
ベ 

き
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
^

の
究
明
は
、
従
来
の
研
毙
で
は
ほ
^
ん
ど
無
視 

さ
れ
て
い
た
と
い
っ
て.も
良
い
状
態■
で
.

あ
る
。

，さ
ら
に
ま
た
、
マ
ル
ク
ス
に
よ
れ
ば
、
資
本
制
蓄
積
の
発
展
に
と
.も
な
い
相 

対
的
過
剰
人
口
の
生
産
が
増
大
す
る
と
い
，わ
れ
て
い
る
が
、
.そ
れ
は
い
か
な
る 

内
容
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
.

般
に
は
、
資
本«

畜
積
.
の
発
展
と
と
も
に
、
有 

機
的
構
成
の
高
度
化
の
促
進
に
よ
っ
て
固
定
的
•.慢
性
的
な
相
対
的
過
剰
人
口 

が
：累
積
さ
れ
て
い
く
と
い
う
解
釈
が
少
な
く
な
い
が
、
か
か
る

マ
ル
ク
ス
解
釈 

ば
正
し
い.も
の
で
あ
ろ
う
か
。

以
上
の
ご
と
く
、

マ
ル
ク
ス
の
相
対
的
過
剰
人
口
論
に
つ
い
て
は
、
な
お
.検 

討
す
べ
き
重
要
な
問
題
が
少
な
か
ら
ず
残
さ
れ
て

(

い
る)

。
こ
の
よ
う
な
状
態
で 

は
、
相
対
的
過
剰
人
ロ
の
現
実
分
析
に
龙
い
す
る
7£
.

し
：い
理
論
的
植
針
.が
与
ぇ 

ら
れ
な
い
ば
か
り
で
は
な
く
、，
賃
金
の
運
動
の
分
析
や
窮
乏
化
の
論
議
等
も
ま 

た
正
し
く
発
展
さ
せ
ら
れ
な.い
で
.
あ
ろ
う
。.
事
実
、'
従
来
に
お
い
て
は
、
有
機

.

.

マ
ル
ク
ス
の
相
対
的
過
剰
人
口
論
に
か
“
す
る
一
考
察

的
構
成
の
高
度
化
に
よ
る
相
対
的
過
剰
人
ロ
の
発
生
.
増
大
に

つ
い
て
の
平
板 

な
公
式
的
理
解
と
む
す
び
つ
い
て
、
労
働
力
の
価
格
が
一

.
様

に

.
ま
た
つ
ね
に 

労
働
力
の
価
値
'以
下
に
切
り
下
げ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
見
解
が
主
張
さ 

れ
て
お
り
、
各
種
の
労
働
力
の
価
格
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
労
働
力
の
需
給
関
係 

や
、
，

「

藤
务
■
影00
臺

_
_
於

驗

呤

.
政

や
か
酿
參
予
.

^

の
膨
脹
ぉ
ょ
び
取

0 (

注
6〕 

：

：

：

.

.

縮」

に
よ
っ
て
い
か
に
規
定
さ
れ
る
の
か
.
と
い
う
よ
う
な
分
拆
は
全
く
か
え
り 

み
ら
れ
な
か
ず
た
ゾ
戦
後
の
窮
芝
化
論
争
に
お
；い
て
非
常
に
公
式
的
な
論
議
が 

少
な
く
な
か
.
.っ
た
め
も
、
か
か
る
員
^

の
反
趴
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
 

相
対
的
過
剩
人
ロ
論
の
芷
し
い
理
解
と
そ
の
一
層
の
発
展
を
.
は
か
る
こ
と
は
、

.

種
々
の
労
働
問
題
の
座
論
的
研
究
をふ
か
め
る
う
え
に
も
不
可
欠
の
も
の
と
い 

わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

と
.
こ
ろ
で
、

マ
ル
ク
ス
の
相
対
的
過
剰
人
口
論
の
理
解
が
困
難
で
あ
る
と
い 

う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
.
.

問
題
自
体
の
困
難
性
の
ほ
か
に
、

『

資
本
論』

に
お
け 

る
相
対
的
過
剰
人
口
の
叙
述
が
き
わ
め
て
多
く
の
論
点
：を
ふ
く
ん
で
お
り
、
し 

か
も
こ
の
諸
論
点
が
、

「

資
本
：一
般」

体

系

た

る『

資
本
論』

.
で
は
充
分
展
開 

さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
資
本
の
有
機
的
構
成
の
高
度
化
に
と
も 

な
う
相
対
的
過
剰
人
口'の
発
生
を
直
接
と
り
あ
づ
か
っ
た

『

資
本
論』

第
一
部 

第

七

篇
-1

資
本
の
蓄
積
過
程」

で
は
、「

資
本
は
讓
過
程
を
正
常
的
，な
仕
方
で 

'

通
過
す
る
も
の
：と
前
提
さ
れ

」

て
い
る
ほ
が、
' 

部
門
内
•
あ
る
い
は
部
門
を
こ 

え
た
ガ
,

小

の

諸

の

対

立•

競
争
も
’

れ
自
体
と
し
て
は
分
析
さ
れ
てい 

な
い
。
そ
れ
ゆ
え'-
:
>
産
業
循
環
の
変
動
も
当
然
与
え
ら
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
お 

り
、.
し
た
が
ら
：て
、,-
-
;
'着
の
も
と
で.
の
相
対
的
過
剰
人
ロ
の

「

補
充
1_
.「

再
生

. 

三

九

(

三
吗
五)

I
I

i
1
i

I

4 :

I

I
I

i.

丨i

I

1
i

：I-

I 、

：

li-.

1 ；

I

I ：

ii'
m  ...

養 :::

ll；

l!

S '

I
I

:1



産」
.
.と
い
3

問
題
も
分
析
の
対
象
と
は
さ
れ
：て
い
な
vs

。；
ご
の
点
、.
第
'三
部
第

M
彐

篇」「

利

肇

の

傾

向

的

書

：
の
：
達

」

:*

楝
、0
生
産
カ
0

発
展
.ぃ
：讀

の

蓄

積
が
不
可
避
的̂
^

み
だ
す
諸
矛
盾
を
、：
：資
本
制
生
産
の

総
！ !

程̂

:

お
：い
て
と 

ら
え
て
は
い
る
が
、
分
析
は
な
お

「

資
木
一
般」

の
#
内
に
と
ど
ま
り
、
資
本 

の
絶
対
的
過
剰
•
人
ロ
過
剰
を
惹
起
す
る
に
い
た
る
過
程
は
解
明
さ
れ
で
い
な 

ぃ
。
こ
う
し
た『

資
本
論i

-
の
論
理
段
階
の
抽
象
性
：
限
#

性
は
、
問
題
の
解 

明
に
さ
い
し
て
充
分
留
意
し
が
け&

な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

.

;

:
■
.
•

■'
■'
.

し
か
し
同
時
に
へ#

®

で
は
、『

I

論』

の
な
か
：に
、':,
か
：か
る
論
理
段
階
を 

こ
え
て
、

の
ょ
り
具
体
的̂

運
動
に
か
ん
す
る
論
及
が
各
所
に
み
.
ら
れ
.る 

こ
と
に
.
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
.
£:

れ
ら
の
諸
論
及
は
、
：：：資
本
主
義
の 

諸
i

に
か
ん
す
る
マル
ク
ス
の
分
析
を
正
し
く
把
握
し
、
そ
れ
をょ
り
具
体 

化
し
て
い
.く
う
え
に
、'
き
わ
め
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゅ
え
、：：本
稿
で
は
、
.

ー
宓
-'
'
'

『

|

論』

第
ー
；部
第
七
篇
第
ニ
十
三
章 

「

资
本
制
的
蓄
積
の
一
㈣

⑽
1

」

を
中
心
に
し
た
う
え
で
、『

資
本
論』

，全
体 

に
散
見
さ
れ
る
諸
論
及
を
参
照
し
な
が
ら
、
；相
対
的
過
剰
人
口
.に
か
ん
す
る
マ 

ル
ク
ス
の
多
角
的
な
分
析
を
で
き
る
だ
け
豊
富
に
し
め
し
だ
い
と
思
う
々
こ
れ 

は
、
賃
労
働
問
題
の
領
域
に
お
い
て
、『

資
本
論』

の
論
理
を
正
し
く
把
握
し 

た
う
え
で
、
そ
れ
を
，一
歩
一
歩
具
体
化
し
て
い
き
、
現
実
分
析
の
基
礎
理
論
を 

明
確
に
し
よ
う
と
い
う
f

の
課
題
の
た
め
の
一
つ
の
で
あ
る
。

■

v

.'
r

:

'
 
ご
入
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三
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翁
の

--
-

般的法則

』

^

妨

け

が

産

：
業

予

備

軍

：
の

問

題

：
一

(

岸
本
英
太
郎
氏
編
3

 

v

一
本
主
義
と
.
失
業
1
;
所
収)

：、.
：林
»

蔼
：氏
.
：；

「

相
対
的
過
剰
.人
：ロ
に
つ
ぃ
て—

 

•-
:

康

業

循

環

翁

の

：
：
一
、

.
問
題
-
—

」

.：： (

大
阪
市
犬
：

「

研
究
と
氈
料」

f

f
 

一
 

S

 
¥

 

を
参
照
の
こ
と
。
な
お
、
最
近
の
、

マ
ル
ク
ス
に
，た
い
す
る
批
判
的
立
場
か 

:;
:

:ら
：の
惫
見
：と
:1
>

て
ば
ノ
熊
谷
ー
男
氏『

資
本
主
義
経
^

ど
：屉
傭』

：
第
三
部
，第 

■'

五
.章
，
知

ょ

び

建

響

：が〈

あ
る
广
^
^
^

(

注

/ 2
.

)

こ
(O
'

点

に

，
つ
：
い

て

は

拙

稿

「

窮

乏

：
化

論
1-
:
:(

遊
部
久
葳
.氏

編

著『

資 

'

本
論
研
究
史』

:'
•
第
三
章
；

>

 

の
第
三
.

四
節
を
参
照
令
れ
た
ぃ
。

.

.■
;

(

注
A

 

-

ル
ク
ス
v

f

資
本
論』

(

長
谷
部
文
雄
訳
、青
木
書
店
版
丨
以
下
同
じ)

)

一
第
一
.
.部
、：

•

-

-
 

C

注
4

)
,

#'

直
道
氏
.f

前
馮
論
文
で

.
は
'

これにた

.
い
す
る
積
極
的
な
解
釈 

が
与
え
ら
れ
て
い
る
0

,

:

(

注5
:

>

.::.'

真
実
.

v

男
氏
.
は
、
.-

機
械
と
.
失
業
i

リ
ヵ
ア
ド
ゥ
機
械
論
研
究
丨
：
 

.
:丨』

：
の
- 1

む
す
び」

」

に
お
，い
て
、
残
さ
れ
て
い
る
問
題
を
整
理
さ
れ
て
い
る
。 

(

注
6

)

 v
『

資
本
論I

第

1
:

部
、
：.
九
八
七
頁
。
.
引
用
文
中
の
丸
は
、
著
者
.に
ょ
る 

傍
点
で
あ
り
、
引
用
者
の
傍
点
と
区
別
し
て
用
.
い
る
。(

以
下
同
じ)

：

C

注
7

)

こ
：の
点
拙
稿
，.「

戦
後
の
賃
金
理
論
研
究
に
ぉ
け
る
ー
：：論
点——

同
一 

労
働
同
一
賃
金
の
論
議
を
め
ぐ
っ
，てI

J
C

慶
應
大
学
創
立
百
年
記
念
論
文
. 

.
集

『
日
本
に
.
お

け
-?
.

経
済
学
の
首
年』

下
巻
所
収)

で
指
摘
し
て
：お
い
た
。
 

(

注
8

>
 

'
こ
の
内
容
は
前
掲
拙
稿
.「

窮
乏
化
論
1—

を
参
照
：さ
れ
た
い
。

C

注
i

こ
れ
は
オ
ッ
.
•ヘ
ン
ハ
イ
マ
.1

の
マ
ル
ク
ス
批
判
以
来
の
ふ
る
い
議
論：

C

注
9

>

.『
資

本

論

』

第

一

部

、

.
八

八

三

，
頁

0

ハ

で
あ
る
。
こ
の
点
は
こ
の
論
議
を
と
り
あ
っ
か
つ
た
吉
田
義
三
氏
—|『

資
本
蓄
.

(

注
10
>

拙
'稿

「
『

経
済
学
批
判』

プ
ラ
ン
の『

賃
労
働』

」

へ
経
済
評
論
一
九
五

七
年1

1

月
号〕

、「

賃
金
格
差
の
分
析
視
角—

『

兔
働
の
価
格
の
法
則』

論 

へ
の
一
批
判」

(

経
済
評
論
ー
九
五
九
年
一
一
月
号)

も
こ
の
課
題
の
た
め
.
 

の
試
論
で
あ
り
、「

窮
乏
化
論」

、
：

r

恐
.慌
論」

(

前

掲『

資
本
論
研
究
史』

第 

■ 

ニ
章)

、「

戦
後
の
賃
金
现
論
研
究
に
お
け
る
ー
論
点」

は
こ
の
観
点
か
ら
戦

後
の
賭
論
議
を
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。
：. 

. 

.

.

f

f

l

マ
.

ル

ク

ス

の

雇

用

.
•
夂

員

分

析
 

•

 

:

.

に
お
け
る
基
本
的
特
徴':
:-'
 

:

さ

て『

資
本
論
.

』

第
一
部
第
一一

十
三
章
に
お
け
る
相
対
的
過
剰
人
口
の
分
析 

を
検
討
す
る
前
に
、
.

マ.
ル
タ
ス
の
雇
用
.
失
業
分
析
に
み
ら
れ
る
基
本
的
特
徴 

を
明
ら
.
か
に
す
る
意
味
で
、
：そ
れ
以
前
に
.
論
及
さ
れ
て
い
る
重
要
な
論
点
を
、

一
、
ニ
指
摘
し
て.お
き
た
い
。
' 

:

■

;

.

資
本
.
の
有
機
的
構
成
の
高
度
化
に
ょ
る
相
外^-
過
剰
人
ロ
の
創
出
の
：問
題
の. 

究
明
に
さ
い
し
て
、
ま
ず
見
逃
す
こ
と
の
で
音
な
い
の
は
、
第
一
部
第
四
篇

S

 

対
的
剰
余
価
値
の
生
産

」

で
明
ら
か
：に
さ
れ
た
生
産
力
の
発
展
の
と
ら
え
方—

 

—

と
く
に
機
械
制
大
工
業
のと
ら
え
方
で
あ
る
。

マ
ル
ク
：ス
が
そ
こ
で
強
調
し 

て
い
.
る
の
.

は
、
機
械
が
本
来
的
：に
は
、

「

労
働
の
生
産
性
を
増
大
す
る
た
め
の
. 

す
な
わ
ち
，
一
商
品
の
生
産
に
必
要
な
如
齋
岭
剛
か

&

き
や
か
.

•

最
^

^

 

力
な
手
段」

で

あ

る

に
.%
.
か
か
わ
ら
ず
、

「

影

か

赴

い
» >
注̂
2)

し
て
機
械
が
現 

:

わ
れ
る
資
本
制
生
産.の
も
と
か
は
、

は
反
対
に
、
婦
人
 

'

児
童
^
■
.
の
採 

用
に
；

H

る
賃
労
働
者
数
の
增
大
、
ぞ
れ
に
と
も
な
ぅ
成
年
.

男
子
労
働
力
の
.価 

値
滅
少
と
労
働
者
間
の.競
争
め
激
化
、.労
働
日
の
延
長
、
労
働
強
度
の
増
大
等

マ
ル
ク
.ス
.の
相
対
的
過
剰
人
口
論
に
か
ん
す
る
一
者
察

を
も
た
.
ら
す
手
段
と
な
，
り

、
資
本
の
労
働
支
配
を
強
化
す
る
と
い
う

矛
盾
で
あ 

る
0

. 

. 

* .

.こ
こ
、

P

相
対
的
過
剰
人
口
の
問
題
と
の
関
連
で
と
く
に
つ
ぎ
の
点
を
注
意
し 

た
い
。「

^
■
の
生
m

力
の
^

®
に
よ
る
^

■

の
^
ぬ
は
、
資
本
制
的
生
産
に 

お
い
て
は
、
け
っ
し̂:
,邏

.旧
の
短
縮
を
目
的
と
し

(

な
い
1
!
.の
で
あ
っ
て
，
へ

J 

の
上
う
な
資
本
制
的
生
産
；に
ぉ
い
て
の
み
生
産
力
の
向
上

'
i
v-
>
各
分
働
务6

务 

働
の
節
約
.
労
働
時
間
の
短
縮
を
もi

k
?'
い
i
^'
L'
r'
、
：

)

 

§
か
分
綠
务
か 

無
用
化
-
駆
逐
と
し
て
身i

ル
.

4

の
で
あ
る
。
そ
れ
ば
か
り
：か
、

一
部
の
労
働 

者
の
駆
逐
.を
は
じ
め
、..
.
第

四

篇

に

展

開

さ

れ

て

い

，
る

ご

と

き

^

^

ft
を
通
じ 

て
、
就
業
労
働
者
の

1

人
当
り
労
働
時
間'.
労
働
強
度
は
か
え
っ
て
増
加
す
る 

■
た
：め
、.労

働

者

の

：
無

用

化

.

.駆
^

の
程
度
は
よ
り
倍
加
す
る
の
で
あ
る0,(

本 

稿
㈤

節
参
照)

.'
:

.

,
.
: 

'

.

こ
れ
ら
は
、
資
本
制
生
産
の
も
と
で
の
生
産
力
の
向
土
の
も
つ
矛
盾
が
、
決 

し
て
相
対
的
過
剰
人
口
の
発
生
の
問
題
に
f

で
き
な
い
こ
と
を
し
め
し
て
い
. 

る
。
そ
れ
ゆ
克
、
雇

用•
失
業
を
め
.ぐ
る
矛
盾
は
な
に
よ
り
も
ま
ず
、
生
産
力 

の
向
上
が
一
人
当-»
}

労
働
:©

減
少
と
し
て
で
は
な
し
に
、
可
変
資
本
の
相
対
的 

..
滅

少
.*.

労
働
カ
需
要
の
相
货
的
滅
少
と
.
し
て
現
わ
れ
る
と.い
う
と
と4

#:'

の

な 

が
.
に
、
：本
と
め
な
け
れ
ば
な6

な
.い
。—

,-

の
矛
盾
は
、

：

可
変
業
の
相
対
的
減 

少
に
よ
へ
っ
て
駆
遂
，さ
れ
た
労
働
力
が
、
追

加

業

の

投

下

^

よ
り
、
当
該
企
業 

.や
他
企
業
に
吸
引
さ
れ
る.こ
，と
，に
よ
っ
て
%-
、'>
.
-fe

本
的
に
は
い
ぜ
ん
と
し
て
解 

消
さ
れ
な
ぃ
も
の
：准
あ
る。

:

■..

7: 

. 

. 

. 

.

.

.

. 

.

.
•
•
:
•

■ 

.

.
' 

:
 

/
t
•
へ' 
'
.
.——

ぐ
.
 

:

.い

.
V
I 

' 

.

:

:
■

:

.

■:
•

. 

:
西
ニ
.

人
三
：四
.
七〕1
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(

注
1

)
『

資
本
論』

第
一
部
、
六
五
四
頁
。

：

(

注
2

)

 

■
同
右
。

(

注
3

)
：

同
右
、
：
五
四
一
頁。
.

■'
:

'
 

.

.

.

' 

. 

•
• 

•
• 

; 

.

. 

' 

'

.

.

-
 

•
.

つ
ぎ
に
い
ま
一
つ
法
意
し
な
け
れ
ばな
ら
な
い
の
は
、
第
一
部
第
セ

篇「

M

 

本
の
蓄
積
過
程」

に
お
い
て
、
有
機
的
構
成
の
高
度
化
にと
も
な
う
相
対
的
過 

剰
人
ロ
の
發
生
を
説
明
す
る
に
先
だ
：っ
て
し
め
さ
れ
た
資
本
の
再
生
産
，
拡
大 

再

生

産(

蓄
®

に
か
ん
す
る
本
質
的
把
握
で.あ

る

.。

■

マ
ル
ク
ス
は
第
七
篇
第
二
十
一
章

「

単
純
再
生
産」

、

第

二

十

二

章「

剰
余 

価
値
の
資
本
へ
の̂

ル」

に
お
.
い

て

、
.
ま

ず
資
本
の
再
生
産
”'拡
大
再
生
産
に 

お
け
る
資
本
と
労
働
と
の
関^

の
本
質
を
明
ら
か
に
し
、
資
本
制
的
生
産
関
係
. 

の
も
と
で
は
、「

労
動
者
自
身
は
、

た
え
ず
客
体
的
富
を
資
本
と
し
て
、
彼
に

(

注
4)

と
っ
て
は
外
的
で
あ
っ
て
彼
を
支
配
し
搾
取
す
.
る
力
と
し
て
、
生
産
す
る

」

こ 

と
、
か
か
る
泰
情
の
も
と
で
は
剩
余
価
値
の
資
本
へ
の
転
化

=

資
本
の
蓄
積
に 

よ
っ
て
追
加
労
働
が
需
要
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
こ
で

.
は

「

労r

者
階
級
は
、 

，彼
等
の
本
$

の
剰
余
労
働
に
よ
って
、
一来
■

に
追̂

^

働
.を
就
業
さ
せ
る 

べ
き
資
本
を
創
造
し
た
の
で

(
J

る」

こ
と
、
を
強
調
し
て
い
る0

.

そ
れ
ゆ
え
、.
第
二
十
三
章
箄
一
：節
で
、
資
本
の
有
機
的
構
成
が
不
変
の
ま
ま 

.

で
資
本
蓄
積
が
進
む
場
合
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
場
合
に
は
労
働
力
需
要
が
増
大 

し
、
賃
金
が
上
昇
す
る
と
い
う
時
も
、
.
.マ
ル
ク
.
ス
の
強
調
す
る
の
は
、
こ
の
よ 

う

に「

賃
労
働
者
が
維
持
さ
れ
増
加
さ
れ
る
事
情
が
有
利
か
不
利
か
と
い
う
こ

(

注 
6〕

 

V

と
は
、
資
本
制
約
生
産
の
根
本
性
格
を
何
ら
変
化
さ
せ
な
い
：

J

と
い
う
こ
と
で

四 
一

1
C

三
四
八)

.

あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

「

労
働
力
の
販
売
の
諸
条
件
は
、労
働
者
に
と
っ
て
^
利
で 

あ
る
：か
不
利
で
あ
る
か
を
と
わ
ず
、労
働
力
の
絶
え
ざ
る
苒
販
売
の

.
必
然
性
と
、 

た
え
ず
拡
大
さ
れ
る
資
本
と
し
て
の
富
の
再
生
産
と
を
含
む

1—

か
ら
で
あ
る。
'- 

さ
ら
に
ま
た
、
：労
働
需
要
増
加
に
ど
も
な
う
賃
金
上
：昇
も
、
資
本
を
増
加
す
る

. 

.

剰
余
価
値
を
不
充
分
た
ら
し
め
る
な
ら
ば
、
蓄
積
率
の
衰
退
と
そ
れ
に
と
も
な

.

.

う
労
働
需
要':
.

賃
金
上
昇
の
抑
制
を
惹
起
し
た
り
、
あ
る
い
は
労
働
力
を
排
除 

す
る
新
機
械
の
導
入
へ
の§

を
あ
た
え
た
り
す
る
か
ら
で
あ
る
。
：

.

.

有
の
主
張
は
、'■第
一
の
論
点
と.
同
様
、
雇
用
.

，
失
業
を
め
ぐ
る
矛
盾
を
、

「

央 

業」

と
い
う
問
題
に
_

し
て
は
な
ら
な
い
こと
を
強
調
し
て
い
る
点
で
宽
分 

吟
味
.す
べ
きも
の
と
思
わ
れ
.
る
。

マ
ル.
グ
ス
経
済
学
以
外
の
あ
ら
ゆ
る
立
場
に 

お
い
て
は
、
雇
用
を
め
ぐ
る
問
題
が
、
も
っ
ぱ
ら
失
業
者
の

i

と
い
う
点
に 

.
お
い
て
の
み
と
ら
え
ら
れ
て
い
るこ
と
と
比
較
し
て
、
こ
れ
は
マ
ル
ク
ス
の
分 

祈
を
特
徴
づ
け
る
き
わ
め
：て
重
要
な
点
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

.

生
齊
過
程
に
お
け
る
資
本
に'よ
る
剰
余
価
値
の
取
奪
,
労
働
者
の
資
本
へ
の 

.

従
属
を
明
確
に
し
、
こ
こ
か
ら
種
々
の
問
題
を
究
明
し
て
い
っ
た
マ
ル
ク
ス
に 

と
っ
て
は
、
本
来
的
に
は
労
働
を
節
約
す
る
手
段
で
あ
る
生
産
力
の
向
上
が
、

.
一..部
.
の.
.労
働
者
を
.駆
逐
ず
る
と
い
う
矛
盾
も
、
そ
れ
が
.就
業
労
働
者
の
労
働
条 

件
を
か
え
っ
て
悪
化
さ
せ
る
と
い
う
矛
盾
も
、

.
根
本
的
に
は
と
も
に
こ
の
資
本 

，
制
生
産
の
本
質
に
ゆ
ら
い
す
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
第 

一
一
士
肇
の
相
対
的
過
剰
人
ロ
の
分
析
は
、
そ
れ
に
先
だ
つ

_

ゑ
#1

値
の
生
寧 

生
库
過
程
に
お
け
る
資
本
の
労
働
支
配
の
分
析
と
密
接
に
む
す
び
つ
い
て
い
る 

の
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
は
、
問
題
内
九
明
に
：お
い
て
と
く
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

-
(

注
4〕

T

資
本
論』

笫
一
部
、
八
九
ニ
頁。

. 

•

, 

(

注
5

)

同
右
、
九
0

八
頁
。
：

(

注
6

)

同

右

、

九
五
ー
ー
ー

ー

四

頁

。

(

注
？)

同
右
、
九
六
一
頁。
.

㈠

節

資

本

の

，
'
蓄

積

過

樺

に

お

け

る

可

変

資

本

の'

.

.

■

相
対
的
減
.
少

傾

向

と

そ

の

絶

対

的

増

加

傾

向, 

f

マ
ル
ク
ス
は
、『

資
本
論』

第

一
部
第
一
一±

ー
 

琴

「

資
本
制
的
蓄
積
の
■一

 

.般 

的

葡

」

.

と
く
.
に
そ
の
第
二ー

四
節
に
お
い
て
、
資
本
の
有
機
的
構
成
の
高 

度
化
に
と
も
な
ぅ
相
対
的
過
剰
人
口
の
形
成
の
問
題
をと
ヴ
あ
げ
て
い
る
が
、

„

す
で
に
指
摘
し
た
ご
と
く
、
こ
こ
に
は
き
如
め
て
多
く
の
論
点
がふ
く
ま
れ
て 

い
る
。.
そ
れ
ゆ
え
、
本
論
に
お
い
て
は
、
，，
一

^

「

は
し
が
き」

で
あ
げ
た
問
壁 

を
手
が
か
り4

し
て
、

マ
ル
ク
ス
の
分
析
の
.諸
論
点
を
整
理
し
て
い
く
こ
と
に 

し
た
い
。

*

「

は
し
が
き」

で
指
摘
し
た
ご
と
く
、
相
対
的
過
剰
人
口
論
を
め
ぐ
っ
て
ふ 

る
く
か
ら
論
議
さ
れ
て.い
る
問
葡
は
、
生
産
カ
の
発
展
に
と
も
な
い
、
可
変
資 

本
が
相
対
的
に
滅
少
し
た
と
し
で
も
フ
投
下
免
本
眷
重
の
曾
加
に
ょ
っ
て
可
変 

資
本
総
量
の
絶
対
的
増
加
が
可
能
で
^

る
以
上
'
 

有
機
的
構
成
の
高
度
化
か
ら 

は
た
だ
ち
に
相
対
的
過
剰
人
口
か
必
然
性
は
み
ち
び
き
だ
せ
な
い
と
い
ぅ
こ
と 

, 

'

で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
問
題
の
生
じ
る
根
拠
は
つ
ぎ
の
点
に
あ
る

。

'

マ
ル
ク
ス
の
相
対
的
過
剩
A -
口
論
に
か
ん
す
る一

考
察

衆
知
の
ご
と
文
マ
ル
ク
ス
が『

資
本
論』

第

一
部
第
二
十
三
章
に
お
い
て
、

.
「

資
本
の
増
加
が
労
働
者
階
級
の
運
命
に
及
ぼ
す
影
響」

を
考
察
す
る
場
合
、
 

r

こ
の
研
究
に
際
し
て
最
も
重
要
な
要
因」

と
み
な
し
た
の
は
、「

务
4

か 

と
、
こ
の
構
成
が
蓄
積
過
程
の
進
行
中
に
こ
う
む
る
諸
変
化」
と
で
あ
っ
へ
た
。

.

十
な
わ
ち
、
資
本
の
集
«
>
#
^
は
生
産
カ
の
向
上
と
相
互
に
前
提
し
あ
う
と 

と
も
に
、
相
互
刺
戟
的
に
発
展
す
る
た
め
、
資
本
の
集
積
.
集
中
の
過
程
に
お 

い
て
、
^

ぼ
的
にT

資
本
構
成
の
持
続
的
な
w°
i

l

;

&
-.
f

「

r

本
の
可
変
的
成 

分
を
犠
牲
と
し
て
の
不
変
的
成
分
：の
絶
.え

ざ

；
る
増
注
加
；

J

が
坐
じ
る
と
'
い
う
こ
と 

で
あ
づ
た
。

マ
ル
ク
ス
は
こ
の
資
本
蓄
積
の
発
展
が
不
可
避
的
に「

資
本
構
成 

の
持
続
的
な
賢
的
変
化
-r

を
も
た
ら
す
；こ
と
を
、資
本
蓄
積
論
の
中
軸
に
す
え
、
 

ご
れ
に
も
と
づ
い
.て
、
資
本
蓄
積
の
発
展
と
と
も
に
、
有
機
的
構
成
の
高
度
化 

=

可
変
資
本
の
相
対
的
減
少
に
よ
っ
で
労
働
力
の
一
：部
が
駆
逐
さ
れ
る
と
い
う

C

注
6

傾
向
,

矛
盾
を
論
証
し
た
の
で
あ
っ
た
。

節
でみ
る
ご
と
く
、
可
変
員
ホ
の 

/

増
減
は
そ
の
ま
ま
就
業
労
働
者
数
の
増
減
を
意
味
し
な
い
の
で
あ
る
が
、
当
面 

の
と
こ
ろ
は
一
労
働
力
当
り
の
労
働
^

^

量
^

一
 

定
と
し
て
、

一.
定
の
可
変
資 

本
に
よ
っ
て
購
入
さ
れ
る
労
働
g

は
不
変
と
み
な
し
て
お
く。)

.

と
こ
ろ
が
、
資
本
構
成
のF

質
的
変
化」

そ
れ
自
体
は
可
変
資
本
の
相
対 

的
•

絶
対
的
減
少
を
も
た
ら
す
が
、
他
方
資
本
の
.

「

量
的
拡
大」

た
る
資
本
蓄 

.

.積
は
可
変
資
本
を
絶
対
的
に
増
加
す
る
作
用
を
も
っ
で
い
る
。
こ
れ
ら
両
者
は 

密
接
に
む
す
び
.
つ
'
.い
て
発
展
す
る
た
.め
、
有
機
的
構
成
の
高
度
化
に
よ
る
可
変

資
本
の
相
対
的•
絶
対
的
減
少
傾
向
は
、
可
変
資
本
の
増
加
傾
向
と
か
ら
み
あ 

い
つ
つ
現
わ
れ
る
の
で
釤
る
。

. 

ノ 
.

. 

四

三
.

(

三
四
九)

^



:

そ
し
て
マ
ル
ク.
ス
.
は
、
..
'
:i

免
、
本
節
冒
頭
に
指
摘
し
た®

を
ゆ
る
す
が
のr
 

ご
と
く
、.
有
機
的
構
.成
の
高
度
化
は「

可
変
雾
部
分
の
■絶
対
的
大
い
さ

の

増 

伽
を
け
つ
し
.

P

排

除

し

い
'

い
、
総
資
本
の
増
加
に
よ
り
、「

た
え
ず 

»

4

\

ヤ
か
：

は
あ
れ
、
可
変
資
本
簦
里
の
増
加
す
令
こ
と
を
認
め
飞
い 

る
の(

で
あ
る
。
、.い
や
、
こ
の
可
変
資
本
総
量
の
：絶
対
的
増
加
を
た
ん
な
る
可
離 

M:

と
し
て
認
め
る
に
ど
ど
ま^

K
マ
ル
先
ス
：は
、'：
'
有
機
的
構
成
の
高
度
化
に 

も
^

が
わ
ら
ず
、
：社

童

体

とし
て
み
れ
ば
、.
総
_

の
増
大
，
.社
会
的
生
産 

.

の
拡
大
と
と
も
に
就
業
労
働
者
総
数
の
増
加
す
る
こ
と
を
、
非
農
業
部

m

お
. 

け
る
資
本
主
義
発
展
の
皆
肌
妙

.
1
:

撕
阶
衡
即
と
み
な
し.て
い
た
の
で.
あ
る
。 

有
機̂

^

成
の
高
度
化
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
就
業
労
働
者
総
数
は
増
大
す
る
傾 

向
に
あ
る
と
い
う
こ
の
見
解
は
，
：第
三
部
第
三
篇
に
お
い
て
も
明
瞭
に

う
か
が 

わ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
生
産
力
の
発
展
.^

資
本
蓄
積
と
相
互
刺
^

的
に
促
進
し 

て
い
く
た
め
、
生
産
力
の
発
！

^

程

は
1

面
で
は
可
変
良
本
の
相
対
的
滅
少
.

-
 

平
均
利̂

率
の
頃
向
的
低
落
を
と
も
な
う
が
、
同
時
に
、
他
面
で
は
資
本
蓄
積 

の
阳
1'

に
よ
：つ
て
、

.一

時
的
励
揺
を
別
と
す
れ
ば
、
可
変
資
沐
'の

絶

対

大
. 

利
周
量
の
増
大
を
も
た
ら
す
と
い
う

「

法
則」

が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

(

注
9〕

る
,

.

，

で
ば
か
か
る
見
解
は
、
相
対
的
過
剰
人
口
の
発
生
の
必
然
性
と
い
う
問
題
と

関
連
し
て
い
か
に
解
釈
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

.

.

-

■
-

(

注
i

『

資
本
論』

第
一
部
、
.

九
五
.
一
一
頁
？

(

注
2

)

同
右
、
九
七
五
頁
。

.

.

四

四

(

三
五
0〕

'

(

法 3
0

V
'

同
右 
0
:'
.: 

、

.

.

:

.

.

.

C

注
4

)

;.
.

生
■
産
力
'

ゆ
向
上
は
：
1

F
+:

地
の
豊
饒
度
，な
：
<?
;
;

の
'
上
.
：ぅ
：な
：自
然
的
諸
条 

-

件
、
お
よ
：び
ハ
独
：立
：し
て
孤
立
的
に
労
働
す
る

.
生
鹿
者
;(
0
_
熟
練」

(

同
右
、
九 

.

六
五
頁〉

■
に
よ
^

て
も
左
右
さ
れ
る
。
し
か
し
資
本
制
的
..生
産
に
お
い
て
支 

..配
时
で
あり
'
,
•
■

し
-
た
が
っ
て
分
，析
の
主
要
な.対
象
と
す
べ
き
生
産
力
の
：向
上 

へ
は
、:.
生
：産
方
法.
の
変
#

.

発
展
'
に
よ
ら
て
行
な
わ
れ
る
も
の
で
、

こ
れ
は
資 

本
の
技
術
的
梆
戌
の
高
变
化
と
し
て
現
わ
れ
る
。
そ
れ
は
近
似
的
に

せ
よ
資 

.

本
の
有
機
的
構
成..の
高
度
化
と
し
て.
反
映
さ
れ
る
ゃ
そ
れ
ゆ.え
、
本
稿
で
は
、 

r

ー
応
生
産
カ
の
向
上
は^

ね
-に
有
機
的
梆
成
の
高
度
化
と
して現
ゎ
れ
る
.も 

:

の
と
す
る
.0
:
:

■

.
 

.

.

(

注
5

)

/ 
'

『

資

本

論

』
〈

第
.1

部
、

' 
九
七
五
頁
。

' C

注
6

>

■■
'

同

右

、
パ

九

六

九

頁

。

:.
.
.

(

法
7

)

。
同
右
、'
九
七
六
頁。
.

.

:

C

注
8

)

こ
れ
は
“ゝ

節
乂
法
迖
ノ
で
引
用
す
る
と
と
ン
ろ
の
^

資
本
論』

第
一 

:

.

.部
ハ
九
九
-

頁
の
叙
速
や
ハ
第
兰
部
第
十
三
草
の
各
所
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

「

賃
労
働
者
歎
が
そ
の
相
対
的
減
少
に
も
拘
ら
ず
絶
対
的
に
，増
加
す
る
，と
い 

.
ぅ
こ
.

と
は
、
資
本
制
的.生
産
様
式
の
要
求
に
他
な
ら
な
い
。

」
(

第
三
部
、
三 

八
o

頁)
「

工

業

(

狭
義
.

の
'

！n
d
u
s
t
r
i
e
)

で
は
、

可
変
資
本
に
比
し
て
の
. 

.

不
変
資
本
の
増
大
ル
可
変
資
本
の
1

相
対
的
に
は
減
少し
て
も
I

絶
対 

.

的
增
大
と
結
び
づ'
い
て
い
一
る…

：

‘

J

 

(

同
右
、
八
九
六
丨
七
頁

)

等
。

(

注
0

0

'.
;
第
与
部
第
十
三
章「

た
と
_
ぇ

ば

三

ニ

ニ

丄

ー

ー

頁

。

，
さ
て
.

右
の
.問
題
_の
考
察
に
.
.あ
た
0
.
.て
.な
に
ょ
り
も
ま
ず
注
意
:1
.
,て
^

き
：た
，.. 

い
■
こ
と
は
、：.
マ
.
ル
ク
ス
が
、’
有

機

的

構

成

の

高

度

化

は

可

変

資

本

の

.逾

対

的

増
 

大
を
排
除
し
な
い
と
い
う
場
合
つ
ね
に
、
こ
の
.こ
と
が
き
わ
め
て
累
進
的
な
資 

本
蓄
積
を
条
件
と
ず
る
こ
と
、
し
か
：も
か
か
る
謹
的
な
蓄
積
が
さ
ら
に
-

層
. 

の
有
機
^

^

成
の
高
度
化
を
促
す
ば
か
り
で
な
く
、
锺
々
の
諸
変
動
.

諸
制
^
 

を
と
も
な
う
こ
と
、
を
指
摘
し
•

強
調
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

.

す
な
わ
ち
、
マ
ル
ク
ス
は
第

.一氣
第
二
十
三
章
第
三節
で
、
，有
撒
的
構
成
の
' 

高
度
化
に
%■
■

か
か
.わ
ら
ず
、
総
資
本
の
増
加
に
と
も
な
い
可
変
^

4V

が
絶
対
的
. 

に
.
増
大
す
る
の
を
認
め
た
後
、
ひ
き
つ
づ
：
い
て
っ'
ぎ
.
の

ょ

う

に

ぃ

う

。

.「

与
え 

ら

れ

た

大

い

ざ

の

追

加

労

働

者

数

を

吸

取

す

る

た

：
め

に

、

ま

た

は

一

^
:
旧

資

本

の
絶
え
ざ
る
姿
態
変
換
の
故
に
-̂

-

--

す
で
に
機
能
し
.
つ
つ
ぁ
る
労
働
‘
者
数
を
就
.

業
さ
せ
る
た
め
に
さ
え%-
、
累
進
的
に
加
速
か
れ
か
昏
备
知
か
警
齋
が
必
要
と 

さ
れ
る
だ
け
で
は
な
ぃ
。
こ
の
遞
増
的
な
卸
*

於
0:
<
>
ル
#

|

^

|

4

6が
ま
た
、 

ふ
た
た
び
、
資
本
構
成
の
新
た
•
な
変
動
のV

ま
た
ば
、
資
本
の
不
変
的
成
分
に 

く
ら
べ
た
可
変
的
成
分
の
又
し
て
も
加
速
的
減
少
の
、
；

.j

源
泉
に
転
変
す
る」 

ニ
と
、
さ
ら
に
、「

社
#

的
総
資
本
を
考
察
す
る
な
ら
ば
、

が
時
に
は
週
期
的
変
動.を

惹

起

し

、

時

に

は

そ

の

，諸

契

機

が

ft
l

o

i

r

l

i

,

や4

 

生

繼

面

に

配

分
'%

れ
る
|_

こ
：と
を
指
摘
じ
て
>
:
.?>

4

々
0>

斷
II
'

わ
が
い̂

|
§

奪

4

#

分
い
た
^:

で
■

露

加

 S
,
、
6

 

か i
、
4

^:,

:

| :
お
 

f

M

I :
#

^

s
i:
i

.

:

Ki:
.^
:

◊
.
■

」
：：

と
^

。
，.
.
.

第
一
部
第
十
三
章
に
ぉ
い
て
も
、

：「

工
場
労
働
者
総
数.の
增
太
は
，、.工
場
.で 

投
下
さ
れ
る
総
資
本
の
比
例
的
に
遙
か
に
ょ
り
急
速
な
増
大
を
务
炉
と
す
る」

マ
ル
ク
ス
の
相
.対
的
過
剰
人
口
論
に
■
か

ん

す

る

一

考

察

と
の
べ
た
後
：つ
づ
げ
て
、

：

「

、だ
が'こ
の
過
程
は
、
産
業
循
環
の
干
潮

=

お
ょ
ル 

満
潮
期
の
内
部
で6
み
行
ゎ
れ
か
。

の
み
众
を
す
こ
か

'^ '
勒
ぬ
、

^

的
に
労
働
者
に
代
位
し
時
に
は
_

%

実
的
に
_労
働
者
を
驗
系
や
か
か̂

齋
4

ゆ 

ょ
っ
：て
常
に
中
断
さ
れ
る

j

 

-
と
.
し
、.
労
働
者
の
た
.え
ざ
る
 

'

「
反
撥」

.

.r

吸
引j

 

の
不
可
避
的
な
こ.
と

む

奴
^

®

.

:で̂

k
:
:

:
:

ま
.
た
、
第
一
一'一
部
第
十
三
章
に
お
い
て
、
す
で
に
み
.
た
ご
と
く
、
資
本
の
蓄
積 

，
と
生
産
力
の
向
上
と
の
相
互
促
進
的
な
発
展
過
程
の
：も
と
で
、
可
変
資
本
の
相 

.

対
的
減
少
、1

.

般
的
利
潤
率
の.
低
落
と
、
充
用
労
働
力
の
絶
対
的
増
大
•

利
潤
. 

量
の
增
太
、
と

「

い
：夕
両
傾
向
が.支
配
す
る
と.い
ぅ
場
合
も
、
.
で
ル
ク
ス
は
つ
ぎ 

の
点
を
重
ね
て
法
意
し
；て
.
い
る
。「

可
変
資
本
の
相
対
的
減
少
.つ
ま
り
労
働
の 

藝

的

生

産

カ
.
の
発
展
：に
つ
：れ
：て
"

同
一
I

JM
.

の
1

カ
を
罾
動
さ
せ
て
同
一 

分
量
の
剰
泰
労
働
を
吸
収
ず
を
に
は
ま
す
く
大
き
な
分
量
の
総
資
本
が
必
要 

だ
と
い
ぅ
、
す
で
に
以
前
に
展
開
さ
れ
た
法
則
が
乙
こ
に
あ
ら
わ
れ
る
。：
だ
か 

ら
、.
：資
本
制
的
生
産
が
発
展
す
る
の
>;
'
同
じ
比
率
で
、
労
働
者
人
口
の
相
対
的 

過

剰

化

の

可

歷

が

囊

す

る©,
で
.
あ
る
ト
:r

^
:
そ
し
て
ど
め
使
第
十
五
章 

.

で
ぼ
、」.
生
産
カ
の
.魟

上
*:
'
.
'
|

蓄
積
0

発

靈

程

ガ

、
諸
築
間
の
激
烈
な
競 

争
の
も
と
'
で
、
#'

湿
の
；変
動
、
矛
盾
を
と.も
な
い
'

つ
，つ
，
週
期
的
に
：は_.「

相
杭
. 

争
す
る
諸
能
因
の_

突」

と
t

て
.

I

が
爆
発
し
、
労
働
力
が
避
離
さ
れ
る
こ 

ど
，を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
9

.

:

:
.

以
上
で
明
ら
か
次
ご
と
く
、

.

■

マ
'ル
：ク
ス
が
非
農
称
業
に
お
い
て
長
期
的
に
は

-

就
賺
働
者
数
が
増
洳
す
る
と
ぃf

の
：は

说

き

め

い

レ

か

齋

衝

衡
 

向
を
^

め
す
厶
い
ぅ
な
で
ば
毛
骐
な
い
丨
今
産
業
循
環
^-

の
変
動
や̂

技
術
的
.

. 

四
五
:
.
C

H五
.一 )

-



四

六
,'C

三
五
-:)

磨
^

-に
ょ
石T

中
断j

:
:

の
も
と
で
，
労
働
者
ぱ'̂
条

「

反
撥」

•
•

「

：吸
引
1 

.

さ
れ
る
め
で
あ
り
ァ
か
か
る̂
反
撥
し
^

吸
引」

の
過
程
を
通
し
て
：長
期
的
に 

:
は
，
就
,

徽
者
数
が
増
加
す
る
杰.ぅ

？

€

。'「

褢

的

産

業

ー

の

.
中

心 

—

工
場
、

マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
，

H

ァ
場
、：
鎔
鉞
所
、
鉱
山
など

-
-
-

で
は
、
货

.

働
者
が
時
に
は
反
撥
さ
れ
、
時
.
に
は
ま
だ
大
量
的
に
：吸
引
さ
れ
る
の
で
あ
.

っ
て
.、 

概
し
て
云
え
ば
：、
生
産
規
模
と
の
比
率
は
つ
ね
に
遞
減
す
る
と
は
い
え
就
業
者

.

:(

注
15)

数
が
増
加
す
る」

..

.
'
と
い
ぅ
の.
で

あ

る
：

'

.

.

. 

-

.

.

.
-
.
:..-
 

-
■■
■
-
, 

. 

.
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.■;
■.
■:
.■;
.

‘.■
.■■
.
.
. 

t 

:

.

.

(

注
10)

：，『

資
本
論』

錶
.

ー
部
、
九
セ
六
丨
セ
頁6

へ

V'

パ
.
.

(

法
11)

同
右
、
七
ニ
九|

七
.

三
0

頁
。1

:
.
.
.〕

(

注
12)

第
三
部
、
三1.

一
五
貢
。V
:
三

、
一

一

六

丨

七

寅

の

叙

述

ー

を

%'

参
照
。

:(

注
13)

同
右
、
三.
六
ー
贺
。：

(

注
14)

そ
れ
ゅ
ぇ
、
こ
の
就
業
労
働
者
数
の
.増
加
は
、
中
位
の
活
況
期
每
* 

あ
る
い
は
活
況
期
毎
の
比
較
に
お
い
て
の
：み
検
出
で
き
る
.
で
：あ
ろ
う
。

.

以
上
の
考
察
か
ら
、.相
対
的
過
剰
人
口
の
問
題
の
分
析
に
お
い
て
、
注
意
す 

べ
き
つ
ぎ
の1

が
明
ら
か
で
あ
ろ
ぅ
。

 

.

.

.

:

資
本
蓄
積
の
発
展
.
は
有
機
的
櫞
成
の
‘「

持
続
的
な」

高
度
化
に
ょ
っ
て
労
働 

力
を
過
闯
化
す
る
と
い
.ぅ
不
可
避
的
傾
向
.

矛
盾
を
.も

.
っ

て

い

る

が

.、

.

.こ
の
有 

機
的
構
成
の
高
度
化
は
資
本
蓄
積
と
密
接
に
む
す
び
つ
い
て
進
展
す
る
た
.め
、

.
こ
の
傾
向
.

矛
盾
か
ら
か
か
か
-
相
対
的
過
剰
人
卩
の
発
生
の
必
然
性
は
推
論

.
で

：
き

な

い

。

.

し
か
し
、
有
機
的
構
成
の
--
.

持
綺
的
な
.
：一:
高
度
化
の
.
も
と
で
は
、
': 

従
来
办
就
業
者
^-

維
樣
.

増
加
す
?>

に
は
累
進
的
な
資
本
蓄
積
が
必
要
で
あ
り
、
 

か
が
る
i

的
が
蓄
積
ば
、さ
ら
£

,

層
の
有
昆
構
成
の
高
度
化
を
促
す
と
と
- 

も

に

、
：
龈

々

：
の

諸

変

動

-
.
諸
制
限
を
：と
も
方
う
の
で
あ
マ
て
、
か
か
る
過
程
で 

生
||
-
:
カ
の
齔
上
が
労
働
カ
の
1

部
を
駆
遂
す
る
ど
い
う
傾
向
*
矛
盾
が
現
実
化 

す
^

の
で
あ
る
。
そ
れ
命
だ
、
生
産
力
の
向
上
と
資
本
蓄
積
の
相
互
1

的
な 

発
展
過
程
が
’い
か
な
る
諸
変
動
へ
諸
制
約
を
と
も
な
い
つ
つ
す
す
む
か
を
明
ら 

か
に
し
、'
そ
め
な
か
に
右
の
傾
向•

免
盾
を
現
実
化
し
、
相
対
的
過
剰
人
口
を 

う
み
だ
す
諸
契
機
を
摘
出
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

'

.

.

と
こ
ろ
で
こ
の
場
合
、,'以
上
の
引
用
で
う
か
が
七
れ
る
ご
と
く
、

マ
ル
ク
ス 

は
資
本
.
の
蓄
靖
.

生
産
力
：の
向
上
に
と
も
な
う
諸
変
動
の
過
程
に
お
い
て
労
働 

者
の
：た
え
ざ
る「

反
撥」

.「

吸
引」

を
と
ら
え
る
場
合
、

こ
の
変
動
に
産
業
循 

環
の
変
動
を
も
と
り
い
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
恐
慌
期
に
排
出
さ
れ
る
相
対
的 

過
剩
人
口
の
問
題
は
別
個
に
取
ヴ
扱
う
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
、.
本
稿
で 

は
.

，
一

応

問

題

を

！

r

節

節

f

c

わ
け
て
分
析
を
ず
す
め
た
い
。

.

..

た
だ
し
、
当
項
の
分
析
と
関
連
し
て
補
足
し
な
け
れ
ば

.
な
ら
な
い
の
は
、
農 

業
に
お
け
る
特
殊
な
事
情
で
あ
る
。

マ
ル
ク
ス
は
、
農
業
部
門
の
生
産
力
の
向 

.

上
に
お
い
て
は
、_「

非
農
業
的
産
業
に
お
け
る
と
：は
異
な
り
、
そ
の
反
撥
が
ょ
り 

大
ぎ
い
吸
引
に
よ
っ
て
捕
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う

!—

と
み
な
し
、「

農 

業
で
は
、
生
き
た
労
働
の
要
素
の
減
少
が
絶
対
的
で
あ
り
う
る

」

と
の
べ
て
い

(

注
15)

第
一
.
部

、

九

九--
一
 

頁

。

.

る
。
こ
れ
は「

農
業
で
は
、一

定
の
地
所
を
利
用
す
る
た
め
に
必
要
な
可
変
資 

本
が
絶
対
的
に
減
少
し
、
：
し
た
が
っ
て
可
変
資
本
は
新
た
な
土
地
が
耕
作
さ
れ 

る
か
ぎ
り
で
の
み
増
大
しう
1̂」

と
い
う
^
情
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
農
業
部
門
で
反
撥
さ
れ
た
労
働
者
は
、
都
市
の
非
農
業
部
門
に 

移

動
•

就
業
し
よ
う
と
.待
機
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
■
マ
，ル
ク
ス
は
'潜
在 

的
過
剰
人
口
と
規
定
し
てい
る
。
.

.『

M

-̂

M)』

で
は
こ
の
問
題
は
、
相
対
的
過
剰
人
口
の
存
在
形
態
を
取
り
扱
っ 

た
第
二
十
三
章
第
四
節
で
は
じ
め
て
言
及
さ
れ
.
て
い
る
。
し
か
し
、：
こ
う
し
た 

_

情
を
も
つ
農
業
部
門
で
は

(

広
大
な
未
耕
地
の
存
在
す
る
場
合
は
別
と
し 

て)

、
有
機
的
構
成.
の
高
度
化
に
よ
る
可
変
資
本
の
相
対
的
減
少
は
、相
対
的
過 

剰
人
口
の
創
出
に
直
接
む
す
び
つ
い
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
相
対
的 

過
剰
人
口
の
創
出
の
問
題
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う

0

:

(

注
16)

『

資
本
論』

第

1

部
、
九

九
-H

頁
。「

農
耕
に
お
け
る
機
械
の
使
用
は 

バ
大
抵
の
ば
あ
い
、
エ
瘍
労
働
者
の
蒙
る
よ
う
な
肉
体
的
損
失
の
恐
れ
は
な
い 

が
、
機
滅
の
使
用
は
こ
の
場
合
に
は
、
.
：
：
.
労
働
者
を
_『

過
剰
、化』

.
.'

さ
.せ
る 

点
で
は
一
そ
う
力
強
く
且
つ
1奴
撥
な
し
：に
作
用
1-
,
る
。

~
.

(

同
右
、
七
九
八
丨 

.

'
九
頁)

.(

こ
..

の

「

反
撥
な
し
に」

は
'」

o
i
l
s
' 

G

e

oq
e

n

s

t

a.の

.意

味
.
.で
、-
.
労
-.

働
者
の「

反
撥」

R
e
p
u
l
s
i
o
n
-

と
い
う
：場
合
の
意
味
と
は
•
.全
く
異
な
る
。
 

.

，
念
め
.
た
'
办
に
。)

.

.

.

2

節

資

本

の

有

機

的

構

成

の

高

度

化

に

と
も
な
う
相
#

的
過
剰
人
口
の
発
生

.

本
節
：の
課
題
は
、
前
節
で
し
め
し
，た
視
点
に

'
た
っ
て
、
生
_
力
の
向
上•
資 

本
蓄
積
の.
発
展
過
程
、
C

VV

亦
な
.
る
諸

変

動

、.•
■
諸

制

限

を
と
も
な
い
つ
つ
す
す
む 

か
.を
考
察
し
、.
有機：
成の高度化によ

7

て
労
働
者
が
過
剰化
さ
れ
る
と 

い
う
傾
向
..矛
盾
を
現
実
化
す
る
諸
契
機
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
0(
た 

だ
し
恐
慌
に
，よる
相
対
的
過
剰
人
ロ
の
排
出
の
問
題
はこ
こ
で
は
捨
豸
す
る
。)

.

.

ま
ず
、
こ
の
点
に
か
ん
す
る
マ
ル
ク
ス
の
分
析
を
み
る
と
、

マ
ル
ク
ス
が
有 

機
的
構
成
の
高
度
化
に.よ
る
相
対
的
過
剰
人
ロ
の
発
牛
¥

、
生
産
力
の
向
上• 

資
本
蓄
積
の
過
程
：に
お
け
る
諸
変
動
の
な
か
で
と
ら
え
て
い
た
と
い
う
こ
と 

は
、
前
節
で
弓
用
し
た
諸
見
解
.
か
ら
ー.
]̂

明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
か
ぎ 

り
で
は
、.
こ
の
問
題
の
解
明
に
は
充
分
と
は
い
え
な
い
。

『

資
本
論I

第
一
：部
第H

十
三
章
第
三
都
で
は
、
.

す
で
に
み
た
ご
と
く
、
資
本 

蓄
積
は
可
変
資
本
の
絶
対
的
増
加
を
も
た
ら
す
が
、

'

こ
.の
蓄
積
そ
の
も
の
が
一 

層
の
有
撒
篇
成
の
高
度
化
を
促
す
と
い
う
こ
と
、
お
よ
び
、
.

「

社
会
的
総
資 

、本
を
考
察
す
る
な
ら
ば
、
'

そ
め
蓄
積
の
違
動
が
時
に
は
遞
斯
於
変
：動

を惹
起 

し
、
時
に
は
，そ
の
諸
契
機
がIW
I

O

時
的
に
種
々
の
生
産
部
面
に
配
分
さ
れ
る

」

-
こ 

と
、
を
指
摘
し
文
、-1
す
べ
ズ
.
.の
部
面
に
お
い
て
、
可

変

梁

部

分

：し
た
が
っ
て 

就
業
労
働
者
数
，の
増
加
は
、

つ
ね
に
、
激
し
、い

P

揺
ぉ
よ
び
一
吣㈣

な
過
剰
入 

:

ロ
生
産
に——

こ
.，の̂

!

が
、
：
既
就
業
労®

の
反
撥
と.
い
}
比
較
的
に
眼
だ 

.つ
形
態
，を
と
る
か
、
' 

そ
f

も
、
平
素
の
排
水
渠
へ
の
追
加
的
労
働
者
人
卩
の

• 

四

七
o

一
一
五

1
1
1
)

ン

(

法

17)

同

右

、
'
第
一
ー
1
部

、

三
八

〇

頁

。

■:
'

、

(

注

18)

.

.同

右

、

/\
九

七

莨

。
.

:

5
:
.
_
パ

マ
ル
ク
ス
の
相
対
^

過
乘
人
口
論
^
か
ん
す
る 

一■考
寧



吸
取
■

之
い
う
比
較
的̂

た
た
な
い
が
同
じ
よ
う
な
効
力
を
，も
つ
形
態
を
.
と

.

. 

る
か
を
と
わ
ず一

-

結
び
つ
い
て
い(5 f)

と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
.

丈、有
機
の
高
度
化

(

労
働
者
の
反
撥)

と
資
本
蓄
積(

吸
弓)

と
の 

両
契
機
が
、
時
間
的
に
も*,
空
間
的
に
も
種
ー
々.の
か
ら
み
あ
い̂

も
：っ
ズ
現
わ 

れ
■̂

と
.
い
う
こ
と̂:

指
摘
さ
れ
て
い
る
に
と
ど.：ま
っ
て
：お
り
、-1
す
べ「

て
€»
部 

面
に
お
い
て」

、.r

つ"
ね
に
激
し
い
動
揺
お
よ
び

I

時
的
な
過
_

入
ロ
生
S

.

'' ̂

5

可
键
約
で
10

る
と
い
y

点
に
つ
い
て
も
、
労
働
力
を
吸
引
す
る
蓄
積
は
つ
ね 

に̂

^

ガ
：の
反
撥
を
も
た
ら
す
有
機
^

^

成
©.

高
度
化
.
に
*

す
び
つ
く
と
：い
う 

大
璜
則
を
霞
認
し
て
い
る
ば
か
り
で
あ
る
。

'

も
ち
ろ
ん
、.
こ

れ

は

業

蓄

積
. 

過
程
に
お
け
..る
も
っ
と
も
基
本
的
な
も
の
で
あ
り
、
以
下
に
み
る
よ
う
な
個
别 

諸
資
本
間
の
競
争
に
と
も
な
う
諸
変
動
を
惹
起
す
名
根
源
で
も
あ
る
が
、
し
か
：
 

し
と
れ
の
み
で
は
、

r

す
べ
て
の
部
面」

に
お
け
る「

激
し
い
動
揺
お「

よ
び
一 

臂

な

過

剩

人

ロ

生

産一

の
内
容
も
、
そ
の
必
然^1

も
充
分
明
ら
か.
に
は
な
ら
.

な
い
0

'.
-

-

こ
.

の
よ
う
な
分
析
の
不
充
分
さ
は
、
：

『

資
本
論』

第
一
部
第
二
十
三
章
の
主
題 

が

：

「

蓄
續
過
程
の
齡
如
か̂

^

^<
>」

を
し
め
し
、「

蓄
積
過
程
を
靡
に
分

祈
す
る」

.
点
に
あ
っ
M

V-
2
J

)

と
に
よ
.る
%■

の
で
あ
る
。.
そ
こ
に
お
い
て
は
、
な
に.
 

よ
り
も
ま
ず
、
.資
本
蓄
積
が
不
可
避
的.に
資
本
構
成
の「

持
続
的
な」

.

.変

化

を

も
. 

た
ら
し
、
資
本
蓄
積
の
潜
進
と
と
も
に
労
働
カ
の

「

相
対
的
過
.掘

化

の

手

段

を

、
 

ま
ず
ま
す
大S

的
に
生
産
す
る」

.

こ
と
、：
こ
の
ょ
ぅ.：な
相
対
的
過
_
人
ロ
を
基 

礎
こ
.
し
て
変
動
杧
み
ち.た
_

邏
積
の
進
展
が
可
能
と
な
る
こ
と
を
、
資
本 

卸**
.
か̂

^

露

.

i

い
’

明
確
に
し
め
す
必
要
が'あ
っ
た
の
で
あ
る:0
こ
の

:

.

.

一
：
：.

四
；八.
.：
0

ー.一ー：五'
四〕

.

よ
5,
&

_

過
^;
©

:

^

な
分
析
の
た
め
に
、-'
商
品
の
.
価
値
ど
お
>

の
販
売
が
へ 

前
提
さ
：れ^-
ほ
：か.
、.
部
.門

内
.
.
あ
る
1'

は
部
門
を.
こ
：ぇ
た
太
小
諸
資
本
の
競 

争
.
•
'翌

0'

過
程
知
そ
れ.
.自
体
と
し
て
ば
胤
題
と
：さ
れ
な
が
：っ
た
。

そ
れ
ゆ 

え
、
生
.産
力
の
向
上‘
：資
#

#

積
^

ど
も
な
ぅ
諸
変
動
，
諸
制
限
の
も
と
で
、 

相
対
的
過
剰.
人
，ロ..が
.
い
，，
.か
.■
に
.発
生
す
る
か
と■
い
ぅ
具
体
的
過
程
の.解

明

は

第

.ニ 

±

1
.a

の
自
的
と
す
る.
と
こ
が
で
は
な
か
ら.た
：し
、

‘

で
，は
そ
れ
は
：お
：の
ず
：か
ら
不
可
能
で
も
あ
っ
た
。

'
右
れ
ゆ̂

つ
ぎ
に
.

『

資
本
論I:

:

全
体
に
お
け
る
資
本
の
具
体
的
運
動
に
か 

ん
.
す
る
分
析
.を
参
照
じ
だ
が
ら
、
問
題
を
よ
り
ー
泰
具
体
^
し
て
み
な
け
れ
ば. 

な
ら
.
な
：い
。'

7

:'
:

.

'

.

:
.-
.

;

• 

•• 

, 

, 

• 

• 

- 

• 

• 

• 

• 

• 

. 

M 

.

(

法
i

v

s

本
論』

第
一
部
、；：
九
七
七
頁。

.:

一

(

街
泰
同
右
ノ
八
八
ー
四
頁。
'
:'
:

.

.

.

、

.

(

注
3

>

同
右
、
九
上
八
頁。
::
.

, 

.

•.
. -IT
 

. 

' 

.
•.
'

•

■
: • 

.. 

-

資
本
制
制
度
に
お
い
て
は
、
生
産
.
は
.多
数
の
個
別
資
本
家
に
よ
っ
て
行
な
わ 

.
れ
、.
：そ
こ
.
で
は
生
産
カ
め
向
上
も
資
本
の
集
積
，
集
中
も
す
ベ
て
、
諸
資
本
間 

'

の
：競
争
：を
逋
じ
て
妞
厳
府
的
に
進
め
ら
れ
る
，
そ
れ
ゆ
、又
、
生
産
カ
の
向
上
も 

資
本
の
，集

積

•
集
中%'
、
異
な
A

生
産
部
門
.

異
な
る
企
業
に
お
い
て
は
、
.

種
，
 

■:
■
.

々
の
■
諸
条
件
：
.

諸
制
約
.
の
も
と
で
、:.
き
わ
め
て
不
均
等
に
発
展
す
る
。
。

.

,

ま
ず
生
産
力
の
向
上
は
、
個
別
資
本
に
お
い
て
の
、
新
生
産
方
法
に
必
要
な 

標
準
資
本
量
ゅ
集
積
、m-
'

爆
拡
大
の
具
通
し
、
技
術
の
発
達
等
を
.前
提
と
し
、

直
接
的
に
は
諸
資
本
間
の
競
争
の
圧
迫
を
通
じ
て
.
実

現

，
促
進
さ
れ
る
。こ
れ 

ら
の
諸
条
件
は
、
各
生
産
部
門
に
お
い
'
て
異
な
り
、
後
に
み
る
よ
う
な
諸
部
門 

相
互
.
の
関
連
の
も
と
で
種
々
の
変
化
を
し
め
す
。
.

■:
■

.

:•

と
こ
ろ〗

で
、
生
産
力
の
.向
上
によ
る
可
変
資
本
の
相
対
的
減
少
を
相
殺
する 

よ
う
な
巨
額
な
資
本
増
大
が
可
能.で
あ
れ
ば
、
徒

来
の
労
働
力
はそ
の
ま
ま
維 

持
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
重
要
な
と
と
は
、

..生
産
力
の.
向

上
. 

有
機
；
^

成
の
高
度
化
が,
か
に
、
ま

た

か

い

！
^

办

皆

歌

吵

か

知

い

和

か

歎
 

別
諸
資
本
に
お

い

て

、
.
，
こ

の

よ

う

な

資
^

^

大
と
む
ず
び
つ
い
て
行
な
わ
れ
る 

と
い
う
保
証
が
全
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
°

,

:

':

ま
ず
第
一̂

、
㈠

節
で
強
調
し
た
ご
と
く
、
.
有
機
的
構
成
の
高
度
化
の
も
と 

で
は
、

ま
た
：そ
の.高
度
化
の'
率
の
高
い
ほ
：ど
、-1
-

与
え
ら
れ
た
大
い
さ
の
.追
加 

労
働
者
数
を
吸
収
す
る
た
：め
に
、
ま
た
は
.；

…

す
で
に
機
能
しつ
つ
あ
る
^
動 

者
数
を
就
業
さ
せ
る
だめ
に

さ
え
も
、
累
進
的
に
加
速
さ
れ
る
総
資
和 

が
必
要
上
さ
れ
る」

の
.で
あ
る
が
、
資
本
蓄
積
の
規
模
，は
.個

別

資

本

に

.
お

け

る 

蓄
積
可
能
な
貨̂

^

本
量
.
に
よ
っ
て
規
定
ざ
れ
る
。.一
部
め
資
本
は.
大
量
の
.資 

本
の
集
積
•

と
く
に
集
中
に
よ
っ
て
、
巨
額
の
資
本
増
加
を
行
な
い
う
る
で
あ 

ろ
.う
,0

し
か
し
資
本
制
制
度
の
も
と
で
は
、
新
i

を
導
入
し
た
一
部
資
本
家 

の
販
売̂

^

の
：ひ
き
下
げ
に.
よ
る
.
販
！̂

の
激
化
を
適
じ
て
、
_
当
該
部
門
全
体 

に
.
載
漏
の
導
入
が
強
制
さ
か
で
：
，ぃ<
>

の
：で
あ
る
か
ら
：、
新

設

霖

入

に

さ

い
. 

し
て
す
べ
て.
の
企
業
が
可
変
資
本
盤
里
を
維
持
.

：增
大
す
る
ょ
ぅ
た
資1

夂

も
新
設
備
の
導
入
が
強
制
さ.れ
る
の
.
で
あ
る
か
ら
、
新|

凝
.
導
入
に
よ
マ
て
、 

归
設
備
の「

道
徳
的
磨
損J

の
た
め
資
本
総
額
を
減
少
す
る
企
業
も
少
な
く
な 

い
，
そ
れ
ゆ
え
か
が
る
諸
企
業
で
は
、
有
機
的
構
成
の
高
度
化
は
多
か
れ
少
な 

か
れ
労
働
者.
を
，反
撥
す
る
で
あ
ろ
う
。

.:
:

さ
ら
：に
第1
1

に
、：..虫
産
カ
の
向±:
に
ざ
い
：し
て
の
資
本
蓄
積
："
坐
産
拡
大
の 

規
模
.•■
'
.
.し
た
於
マ
て
ま
た
労
働
者
の
反
撥
め
程
度
は
、
市
場
.の
条
件
に
よ
つ
て 

■

も
規
定
さ
れ
る
。
生
産
力
の
向
上
は
、
価
對
下
げ
に
よ
つ
て
商
品
需
要
を
増 

大
す
る
が
、
他
方'
で
は
生
産®

里
の
激
増.
に
よ
.つ
て
腋
売
困
難
を
も
た
ら
す
傾 

向
を
も
.
？
て
い
る.
た
：め
、
こ
の
点
か
ら
も
、
部
門
全
体
の
生
産
拡
大
が
規
制
，さ 

れ

る

：.实
際
上
.
は
‘こ
の̂

約
.は
、

...ハ̂

門

内

，
の

諸

資

本

に

均

#

に
.

は
.分

割

さ

れ

な
 

.

い
。
生
産
力
を
向
上
し
た
；一
.

部
の
.
大
資
本
は
、
絶
来
以
上
の
商
品
市
場
を
確
保 

す
る
で
あ
ろ
う
。
■

し
が
し
生
産
力
の
.向
上
にど
も
な
.う
最
低
必
要
資
本
量
を
調 

達
‘
で
き
ぬ
小
資
本
や
、-1
道
徳
的
磨
損」

の
多
大
な
資
本
は
、：
新
設
備
.の
導
入
が 

困
難
で
あ
る
た
：め
、.市
場
の
制
約
の
も
ど
で
：激
化
す
る
競
争
戦
に
敗
北
し

、
' 

市 

場
.
か
ら
部
分
的
あ.
る
い
は
全
部
的
に
駆
遂
ざ
れ
る
で
あ
.
ろ
う
。

：

こA

 J.

.で
は
生
産 

縮
小
^

よ
つ
て
労
働
者
が
大
量
的
に
反
撥
さ
れ
石
か
：、

.

企
業
の
破
滅
によ
つ
，て 

資
本
家
を
も
.ふ
く
め
一
た
全
労
働
者
が

 

一•
拳
に
労
働
市
場
に
排
出
さ
れ
る
が
、
.
こ 

れ
は
、
:J
M

上
一
の
第.h

:

第
ニ
.

の
制
約
条
件
の%;
と
で
、
：
有
機
的
構
成
の
高
度
化 

.
に
起
因
す
る
相
対
的
過
剰
人
：ロ
：が
、

：：j

 

皆
私
む
か
i

r'

餘
和
：

勒 

わ
れ
た」

形
鶴
と
み
名
こ.
と
が
セ̂

よ
う
。：

.

.I'

般
に
は
.か
か
る
資
本
の
一
部
が

を
な
し
ぅ
る
こA

；

け
む
し
ろ
仞
外
的
で
あ
ろ
.5

0

し
か
も
そ
.
の
ぅ
え
、
こ
の
販

大

資

本
£

ロ
併
•

集
中
’さ
.れ
_
:て
.：卜
く
?)

で
.あ

る

加

：
ぎ

一

部
少
数
の
.

^

本

が
 

売
競
争
を
通.じ

て

旧
|

^

1

の
価
値
の
|

部
七
か
向
取
し
て
い
な
い.諸
資
本
_に 

'有
機
的
構
成
の
高
度
化^-
私
か
か
わ
ら
ず
巨
額
の
資
本^

|
<
に0:
'

:
つ
'
て

従

来

の
 

マ
ル
ク
ス.
の.
.相
対
的
過
乘
人
ロ..論
.
.に
か
.
.ん
_
す
る
一
考
察. 

'四
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九
.
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ii

!,

H
レ
il

‘ 

!

者
数
を
維
持
し
た
と
し
て
も
、
：そ
の
過
程
は
反
面
に
は
づ
ね
に

;'
:
'
>弱
小
資
：
 

本
の
破
滅
：に
ょる
^

^

の
大
量
反
撥
をと
も
な
つ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。''
,
.
マ
：

:

と
こ
.
ろ
で
、-:
各
生
産
部
門
に
お
い'て

は
,.
-
>
:宥
機
的
構
成0

高
度
化
の
.程
度 

:

や
、
:■
■

そ
れ
と
と
も
に
行
な.わ
れ
る
賓
沐
蓄
積.の
程
度
は
、
部
門
全
体
と
し'て
も
、
.

.

ま
た
部
門
内
の
諸
資
本
間
に
そ
れ
ら
が
い
か
に
分
割
し
て
行
な
わ
れ
る
か
と
い 

ぅ
点
で
も
、
き
わ
.め
て
異
な
る'0
.

し
た
が
：つ
て
、
,

諸
資
本
の
も'
と
で
労
働
者
が
：
 

「

反
撥」

'.
,
.—1

吸
引」

さ
れ
る
形
態——
大
多
数
の
資
本
で
労
働
者
が
反
撥
さ
れ
る 

と
い
ぅ
形
態
、
あ
る
い.は
、

一
郜
の
資
本
で
は
吸
引
さ
れ
る
が
、
多
.数
の
弱
小 

資
本
の
破
滅
の
も
と
で
集
中
的
に
反
撥
さ
れ
る
と
い
う
形
態
等

I

も
'

そ
の
. 

程
度
も
、
各
生
産
部
門
に
ょ
つ
て
異
な
る
。

.

.ま
た
：こ
.の
ょ
ぅ
な
諸
部
門
の
状
態 

は
、
生
産
力
の
向
上
が
関
連
諸
部
門
相
互
に
#

え
あ
ぅ
影
響
に
ょ
？
て
、
種
 々

の
変
化
を
し
め
す
。.生
産
カ
の
向
上
：は
、

〉

そ
れ
が
加
エ
部
門
の.場
合
に
は
、
腠 

料
.

生
産
用
具
に
た
い
す
る
需
要
の
増
大
を
逋
じ
て
、

■

あ
る
い
は
原
料
•
生
産 

用
具
の
生
産
部
門
の
場
合
に
は
低
廉
な
そ
れ
ら
商
品
の
供

_

大
を
逋
じ
て
、 

関
連
諸
部
門
の
生
産
の
彼
大
と
生
産
力
の
向
上
に
議
を
与
え
る
。
だ
が
、
た 

.

と
え
ば
原
料•
生
産
明
具
の
生
産
部
門
に
お
け
る
生
産
力
の
向
上
の
場
合
も

、

. 

そ
の

言

変

動

は

、
そ
れ
ら
を
購
入
•

使
用
す
る
部
門
内
に
お
い
て
、
加
工
中
. 

在
庫
中
の
原
料
高
や
生
産
用
具
の
磨
損
程
度
を
異
に
す
る
諸
資
本
の
間
に
、
あ 

る
い
は
機
能
中
の
諸
资
本
と
新
た
に
授
下
さ
れ
る
資
本
の
間
に
、.
異
な
る
程
度 

の
損
失
.

.

あ
る
い
は
利
得
を
与
え
、
.
当
該
部
門
の
諸
資
本
の
再
生
産
に
攪
乱

• 

変
動
を
も
た
略
对
。

：

ま
た
、
社
会
の
生
産
力
の
発
展
は
、
社
会
的
欲
望
の
多
様 

fb

、
新
発
明
に
よ
る
新
生
産
物
の
創
造
や
^

^

産
方
法
の
採
用
を
通
じ
て
、
.新

.

•
 

"

.' 

:
五
9
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.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 

i
,

し

い

生

産

^

^

門

を

創

遭

し

て

い

<:
;

が
，
他
苏
で
ぼ
、
新
生
産
物
.

£

産
方
：
 

法
ひ
枱
頭
，に
上
.

っ.
て
.衰
退
を
杂
儀
众
:;
<

さ
れ
る
部
門
も
あ
ろ
う
。

';
:

..

,:

と
と
石
で
名
の
：：よ
う
な
諸
変
動
，
諸
制
限
の
%-

と
で
も
、
.あ
る
諸
靠
に
よ 

ァ
て
商
品
需
要
が
か
疋
り
の
期
間
増
大
レ
つ
づ
げ
る
部
門
も
あ
り
う
る
の
で
：あ 

っ
：
て

：、

.

そ
こ
で
は
、
：
高
い
：利
潤
率
の
た
め
、
：資
本
の
借
入
れ
、
部
門
外
よ
り
の

' 

資
本
の
流
入
も
容
易
に
行
な
わ
れ
、：
生
産
の
継
続
的
拡
張
，：に
よ

.
づ
て
労
働
カ
の. 

吸
引
が
つ
づ
く
で
あ
ろ
う
。
.
$-
-

.

ら
に
ま
だ
、

マ
ル
ク
ス
の
時
代
の
鉄
道
に
典
型 

的
に
代
表
ざ
れ
る
ご'と
く
、
大
規
模
な
生
産
部
門
が
創
出
さ
れ
る
場
合
に
も
、 

が
な
り
の
：労
働
者
が
大
量
的
に
吸
引
さ
れ
つ
づ
げ
る
で
あ
ろ
う
。
し

.
か
し
、
市 

.

場
の
明
る
い
見
通
し
と
高
利
潤
率
と
•は
大
量
の
資
本
流
入
を
も
た
ら
し
、
競
争 

の
激
化
と
と
も
に
新
設
備
導
入
の
^
^
を
与
え
る
し
、:
赞
働
力
の
大
量
.吸
引
に 

よ
っ
て
賃
金
が
上
昇
し
て
、
こ
れ
が
新
設
霖
入
.
の
1

に
な
る
.こ
と
も
あ
る 

た
め
、
か
か
.る
部
門
で
%
早
か
れ
適

か
れ
、
有
機
的
構
成
の
高
度
化
や
商
品
市 

場
に
よ
る
.
制
約
は
ま
ぬ
か.
.れ
.
ぬ
で
.
あ
ろ
う
。

，
：

'

さ
て
以
上
で
明
ら
か
光
ご
と
く
、
生
産
力
の
向
上
，
資
本
の
蓄
積
が
.諸
資
本 

間
の
競
争
を
通
じ
て
無
政
府
的
に
す
す
め
ら
れ
て
い
く
資
本
制
生
産
の
も
と
で 

は
、
生
産
力
の
発
展•
資
本
の
蓄
積
は
、
各
生
産
部
門

•

各
個
別
資
本
に
お
い 

て
き
わ
め
て
木
均
等.
.
不
規
則
.な
発
展
を
し
め
す
。
：
そ
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
部
門 

に
お
い
て
、
労
働
力
を
吸
引
す
る
巨
大
な
資
本
の
集
積

•

集
中
は
、
よ
り
一
層 

の
有
機
：

成
の
高
度
化
を
促
す
う
え
に
、
.
か
か
る
資
本
蓄
積
.

有
機
的
構
成. 

の
备
度
化
の
過
程
は.、
個
別
資
本
に
お
け
る
貨
幣
資
本
額
や
市
場
の
諸
条

$

 

の
制
約
の
も
と
で
、
.

直

接*

間
接
に
、
部
門
内.
あ
る
い
は
他
部
門
に
、
各
種

の
変
動
•

制
約
を
惹
起
し
つ
つ
進
展
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
あ 

ら
ゆ
る
生
産
部
門
に
は'o'
か
に
、
多
が
れ
少
な
か
れ
、
生
産
力
の
向
上
が
労
働 

者
を
駆
逐
す
る
と
い
う
傾
向.'
矛
盾
.を
現
実
化
す
る
諸
要
因
が
作
用
し
て
い
る 

と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
も
っ
と
も
こ
う
し
た
事
情
は
、
産
業
循
環
の
局
面
に 

よ

？
て
全
般
的
に
左
右
さ
れ
る
。
活
況
期
で
は
、
多
く
の
諸
部
門
の
多
数
の
企 

業
に
お
い
て
巨
額
の
資
本
増
加
が
す
す
む
た
め
、
有
機
的
構
成
の
高
度
化
に
も 

か
か
わ
ら
ず
労
働
者.の
反
撥
傾
向a

現
実
化
し
な
い
が
、
不
況
期
で
は
、
，
有
機 

的
構
成
の
高
度
化
は
概
し
て
労
働
者
の
反
撥
に
直
接
む
す
び
つ
く

.0(

も
っ
と 

も
不
況
期
で
は
、

；一

般
に
、
恐
慌
期
で
生
産
が
破
滅
し
、
労
働
者
が
大
量
的
に 

反
撥
さ
れ
た
後
に
、
坐
産
の
再
開
 

>

 

新
設
備
の
導
入
が
行
な
わ
.れ
る
の
セ
あ
る 

か
ら
、
新
設
備
の
導
入
は
一
定
の
資
本
が
従
来
吸
引
し
た
よ
り
も
よ
り
少
数
の 

赞
働
者
を
吸
引
す
る

A
J

い
う
形
態
を
と
る
で
あ
ろ
う

C
)

し
.
か
し
な
が
ら
、
た
と. 

え
好
況
期
と
い
え
ど
も
、
生
産
力
の
.向
上
が
右
に
み
た
よ
う
な
諸
資
本
間
.
諸 

部
門
間
の
諸
変
動•
諸
制
約
を
惹
起
す
る
以
上
、
■

程
度
の
差
は
あ
れ
、
，
一，
部
に 

は
や
は
り
有
機
的
構
成
の
高
度
化
が
労
働
者
を
駆
逐
す
る
と
い
う
傾
向

，
，

i

 

が
現
実
化
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
，
こ
の
現
実
化
が
緩

㈣

さ
れ
る
ぼ
双̂

も
、k

節 

で
み
る
ご
と

く

恐
慌
に
い
た
る
諸
矛
盾
を
累
積
し
つ
つ
生
産
が
拡
大
さ
れ
、
や 

が
て
恐
慌
の
大
破
碗
に
よ
っ
て
とマ
て
か
わ
ら
れ
る
一
時
期
に
ほ
か
.な
ら
な
い 

の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
生
産
力
の
向
上
が
有
機
的
構
成
の
.高
度
化
に
よ
っ
て 

労
働
力
を
過
剰
化
す
る
と
い
う
傾
向
.

矛
盾
を
現
実
化
す
る̂
^

は
、
好

況
.
. 

木
.
況
に
よ
'
？
て
左
右
さ
れ
る
と
し
て
も
、と
の
傾

向

.
矛
盾
を
現
実
化
す
る
諸 

要
因
そ
れ
自
体
は
、
：：産
業
循
環
の
あ
ら
ゆ
る
局
面
を
通
し
て
作
用
し
で
い

る
の
：

，
マ
ル
ク
，ス
の
相
対
的
過
剰
人
口論
に
か
ん
ず
る
一
考
察
.

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
有
機
的
構
成
の
高
度
化
に
よ
る
相
対
的

過
剰
人
口
の
発 

.
生
の
必
然
性
は.
、
産
業
循
環
の
変
動
を
前
提
す
る
こ
と
な
し
に
解
明
し
う
る
し
、 

ま
た
解
明
す
べ
き
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。_
 

•

(

注
4

)
『

資
本
論』

第

1
,

部
、
：加
七
六
I

七
頁
。

(

注
5

)

同
右
、
第
三
部
、
第
六
章
参
照
。

さ
て
以
上
の
分
析
よ
り
つ
ぎ
の
諸
点
が
明
ら
.か
で
あ
る
。

ま
ず
、

' 

生
産
力
の
向
上
が
：有
機
的
構
成
の
高
度
化
：に
よ
り
労
働
者
を
駆
逐
す 

る
と
い
う
傾
向
.'
.
'

矛
盾
は
資
本
制
蓄
積
に
.内
在
す
るも
の
で
あ
る
し
、
資
本
制 

制
度
の
も
上
で
の
資
本
蓄
積
：
•

有
機
的
構
成
の
高
度
化
の
過
程
.
に
お
い
て
は
、 

こ
の
傾
向
•

矛
盾
を
現
実
化
す
る
諸
要
因
が
程
度
の
差
は
あ

れ

つ

ね
に
作
用
し 

て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
相
対
的
過
剰
人
口
の
発
生
の
必
然
性
は
資
本
制
银
産
の
も 

と
で
は
常
時
存
在
す
るも
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

第
二
に
、
•
右
の
と
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
有
機
的
耩
成
の
高
度
^
に
よ 

っ-
て
労
働
者
が.
駆
逐
.
さ
れ
る
，と
い
う
傾
向
，
矛
盾
が
現
実
化
す
る
場
合
、
そ
こ 

で
は
、
.こ
の
.
傾

向
.

矛
盾
が
、、
利
聘
増
大
の
み
を
因
盼
と
し
た
資
本
.に
よ
っ 

て
、
生
産
が
無
政
府
的
に
行
な
わ
れ
る
と
い
う
矛
盾
と
む
す
び
っ
い
て
い
る
。 

も
し
か
り
に
、
,

生
産
拡
大
が
個
別
諸
資
本
間
の
競
争
の
も
と
で
、
貨
幣
資
本
額 

や
市
場
の
諸
条
件
に
，よ
る
諸
変
動
へ
.
諸
制
限
を
と
兔
な
う
と
い
う
こ
と
が
な
か 

っ
た
な
：ら
ば
.、
有
機
的
構
成
の
高
度
化
に
よ
っ
で
労
働
者
が
駆
逐
さ
れ
る
と
い 

う
傾
向
，
矛
盾
は
ぃ
ぜ
ん
ぁ
^

て
基
底
に
ぁ
る
と
し
て
も
、
こ
の
傾
自
，

.

ォ
/t

五

一
@

$

七)



の
規
実
化
は
生
産
掀
犬
，に
と
も
な
う
货
働
力
の
吸
引
：に
よ
？
て

.お
さ
え
ら
れ
る' 

で
あ
ろ
う
々
そ
れ^'
え
、
以
上
の
ご
と
き
相
対
盼
骚
剰
人
0

の
.
把
握
に
お
い
：て 

t

、
べ
問
題
の
振
觀
は
あ
ぐ
ま
で
^

?

機
^

^

成
の
高
度
化
に
よ
?
て
労
働
者
が 

1

剩
匕
さ
れ
る
と
い
，う
傾
向

:

•
:
.矛
.盾
に
.も
ど
め
ね
ばな
ら

な

ぃ

と
し

て
も
、
'
し
.. 

:

か
し
そ
れ
：：七
同
時
に
、
問
題
が
現
実
化
す
る
：う
え
に
、

'

生
産
の
撖
大
.
.
生
産
カ 

の
向
上
が
個
別
諸
資
本
の
競
争
に
よ
？
て
行
な
わ
れ
、
諸
変
動

.

諸
制
約
の
4- 

と
で
社
会
的
富
の
浪
費，
損
失

.

を
と
も
な
う
と
い
う
矛
盾
、
相
対
的
過
剰
人
0

:
 

が
生
活
資
料
す
ら
得
ら
れ
ず
、
就
業
労
働
者
も
低
い
生
活
水
準
を
甘
ん
じ
て
い 

■
.るy

：

も
か
か
わ
ら
ず
、
.

歡
市
場
の
諸
制
限
に
ょ'
？:
て
生
産
の
拡
大
が
制
®
さ 

れ
て
い
る
と
い
う
矛
盾
、
が
：作
用
し
て
：い
る
こ

.
と
を
見
逃
し
て
：は
な
ら
な
い
。
： 

第
：

ー
1
1

は
、
有

機

藤

勝

の

：屢
化
に
よ
ら
て
生
じ
る
相
树
的
過
剰
人
口
を

、

'.
:
- 

固
定
的
.

慢
性
的
に
累
積
さ
：れ.て
い
：く
も
の
.と
み
な
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う 

こ
と
で
あ
る
。
■
あ
る
企
業
で
反
撥
さ
れ
た^

働
カ
は
、
あ
る
期
間
は
相
対
的
過 

剩
人
ロ
と
し.
て
存
在
す
る
が
、
：市
場
を'突
级
に
拡
太
し
た
生
産̂
^

門
や
、
新 

し
く
成
立
し
た
生
産
諸
部
門
に
お
い
.

て
、
あ
る
い
は
と
く
に
全
般
的
な
拡
張
を 

と
げ
る
好
況
期
に
，
大
量
的
に
吸
引
さ
れ
る
。
/
マ
ル
ク
ス
は
有
機
的
震
の
高 

度
化
に
と
も
な
う
相
対
的
過
剰
人
ロ
を
か
か
る
も
の
と
し

.
て
.と
ら
え
て
い
た
の 

で
あ
つ
て
、
こ
の
よ
う.に

「

資
本
の
転
変
常
なき
増
殖
欲
望
の
た.
め

に

、
.
.
現

実
 

的
人
ロ
増
加
の
制
限
に
か
か
わ
り
な
く
何
時
で
も
す
ぐ
利
用
で
ぎ
る
人
間
材
斜 

を
創
造̂

?)」

と
こ
ろ
に
、
相
対
的
過
剰
人
：ロ
の
酹
鮝
予
修
軍
た
;る
ゆ
え
ん
を 

酿
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
上
で
み
た
ご
と
き
無
政
府
的
な
资
本
制
生
産
む 

も
と
で
は
、
：
生
産
力'の
向
上
，
資
本
蓄
積.の
発
展
は
、
た
え
ざ
る
変
動
に
お
い
.

■

■
-
 

' 

m

 

一
 

べ
三
へ
五
八)

.

て
労
働
力
を
自
由
に
反
撥
，
吸
引
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
：相
対
的
過
剰
人
口
は 

「

あ
：た
か
も
資
本
が
自
已
ー
の
費
用
で
：飼
育
し
た
か
の
ょ

.

3

に
全
べ
絶
対
的
に
資- 

本
に
員
す
名
と
で
ろ
の
、，.

*<
>

に

规

分
.1
.

う
る
産
業
予
備
軍.を
形
成
す
る」

の 

で
あ
：る4

そ

し

て

、
：
：

.
こ
の
産
業
予
備
寧
の
形
成;>
吸
引
.

再

形

成

：

…

.
の

う

え 

，.
に
、
：資
本
制
生
産
の.発
歷
が
産
業
循
•環
と
い
う
形
態
を
と
り
な
が
ら
す
す
ん
で 

い
く
の
そ
：あ
っ
：て
、：
こ
の
意
味
で
、
相
対
的
過
剰
人
ロ
は
ま
さ
^

「

資
本
制
的 

蓄
穰
の
積
杆」

一
 

実
存
条
件」

に
ほ
か
な
.ら
な
い
の
で 

あ
る
。
，
.

こ
の̂

は
最
後
疋
な
っ
た
が
、

マル
ク
ス
の
相
対
的
過
剰
人
口
把
振
.に 

お
け
る
.
き
わ
め
て
重
要
な
論
点
の.一
つ
で
あ
る
。

.

も
っ
と
も
'

.

か
か
る
相
対
的
過
剰
人
ロ‘の
、
た
え
ざ
る.「

反
撥」

.「

吸
引」 

の
齒
程
'
で
、「

0<
>

{

^

^過
剰
人
ロ」

が
形
成
さ
れ
る
傾
向
が
う
み
だ
さ
れ
る
が
、

,

こ
の
点
は
科
節
で
論
及
す
る
0
 

.

.g

節

：
恐
慌
に
ょ
る
相
对
的
過
剰
人
口
の
排
出

,
.
前
领
で
明
ら
か'
に
し
た
ご
と
く
、
有
機
的
構
成
の
高
度
化
の
過
程
■で
相
対
的 

，過
剰
人
口
が
発
生
す
る
の
は
、
資
本
制
生
産
に
お
げ
る
生
産
力
の
向
上
に
固
有 

k

傾
句

.
矛
管
に
起
因
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
こ
の
傾
向
.
矛
盾
が
現
実
化

(

法
6

)

 

'『

資
本
論』

.
：第

：：

一
部
、
九
A

0

頁
。

」

：

(

注 
i

:

同
右
。
.

.

.

へ

：'
'.

V

 

(

注
8

)
.

同
右
。

す
る
う
え
に
は
、
M

本
制
生
産
の
坐
産
拡
大
が
個
趴
1

に
お
け
る
貨
齡
資
本
. 

額
や
市
場
の
諸
条
件
の
も
と
で
諸
制
約
•
諸
変
動
を
と
も
な
う
と
い
う
矛
盾
も 

作
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
生
産
拡
大
の
資
本
制
的
制
約
は
.
、
㈡

節
で
み
た
よ
う
な
諸 

変
動
•

諸
制
約
を
も
た
ら
す
こ
と
に.と
ど
ま
ら
な
い
。
資
本
制
生
産
こ
お
い
て
、 

「

生
遊
諸
力
を
絶
対
的
に.発
展
さ
せ
る
傾
向」

と
、
生

産

が「

実
存
す
る
資
本 

価
値
の
維
持
お
よ
び
そ
の
最
高
度
の
增
殖

」

，をE

的
と̂

る)

こ
：と
と
の
闺
の
矛 

盾
は
、
生
産
力
の
向
上•
資
本
蓄
積
の
発̂

過
程
に
お
い
て
累
積
し
、：
周
期
的 

に
は
恐
慌
と
な
っ
て■

す
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
：の
恐
慌
に
お
げ
る
再
生
産
の 

暴
力
的
破
壊
ブ
擦
亂.に
よ
っ
.

て
労
働
者
が
大
量
的
に
排
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
0 

こ
こ
に
お
け
る
問
題
は
、
各
生
産
部
門
に
お
忖
る
個
別
M

本
の
資
本
蓄
積
が 

つ
ね
に
有
機
：̂

成
の
高
度
化
虼
よ
る
可
変
資
本
の
相
対
的
減
少
を
相
殺
す
る 

よ
う
な
形
で
、
順
調
に
行
な
わ
れ
な
い
：た
め
に
、
有
機
；

成
の
高
度
化
に
よ 

る
労
働
者
の
駆
逐
傾
向
が
現-^
化
す
る
ド
と
い
う㈡

節
で
み
た
問
題
と
は
明
ら
か 

に
区
別
す
：べ
き
も
の
で
あ
る
。
も
.

っ
と
も
、
播
慌
期
に
排
相
さ
れ
る
相
规
的
過 

剰
人
ロ
に
は
、
後
に
み
る
ご
と
く
、
恐
慌
前
の
活
册
期
に
お

.
い
て
、
有

機

的

構.■ 

成
の
高
度
化
に
も
か
か
わ
ら
ず
反
撥
さ
れ
な
か
っ
た
^
働
者
が
排
出
さ
れ
た
も 

の
も
：ふ
く
ま
れ
て
い.る
。.
1;
:

が
し
、.
恐
慌
期
に
排
出
さ
れ
る
相
対
的
過
剰
人
：ロ 

は
決
し
て
か
：か
る
も.の

に

か

.
ぎ

ら

れ

が

い

し

、

そ
れ
以
上
に>
 

問

題
?>
本

質

か
 

4

い
っ
て
、
こ
の
相
対
的
過
剰
人
口
の
康
因
は
、

蒙

に

6

蒙

i

齋

歡

i

か
i

.
5:

会
^

;

 

6

I:
'

蒙

霧

•
•
き

か

•か

ら
れ
る
上
い
う
こ
と
そ
れ
自
体
に
も
と
め
な
げ
れ
ば
な
ぢ
な
ぃ
ど
思
ゎ
城
紀
。

一 こ
こ
に
お
け
る
相
対
的
過
剰
人
口
は
、
資
本
制
的
な
生
産
制
限
が
周
期
的
に
比 

恐
慌
と
い
う
特
殊
な
暴
力
的
形
態
を
と
る
こ
と
に
よ
る
も
の
と
し
て
，

_

節 

.
で
み
た
有
機
的
構
成
の
高
度
化
に
起
因
す
る
相
対
的
過
剰
人
口
と
は
異
な
る

• 

独
自
の
範
疇
と
し
て
鬼
定
す
る
、必
要
が
あ
る
。

：

マ
ル
ク
ス
が「
産
業
循
環
上
の 

有
為
転
変
は
ま.
た
、=
過
剰
入
泊
絮
補
來
し
、
:,
'
.し
か
も
そ
の
昏
い
靜
か
^

^

を 

産
能
因
の
.K

つ
と
な
る」

.

と
の
べ
.

て

い

念

は
.
、
尤
の
点
.を
認
め
て
い
るも
.

の 

で
は
な
か
ろ
：う
か0

そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
問
題
に
独
自
の
規
定
を
与
.え
た
う
え
で
、 

こ
の
問
題
と
有
機
的
構
成
の
高
度
化
に
よ
る
労
働
者
の
駆
逐
傾
向
と
，の
関
係
を 

明
ら
か
に
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。ン

(

注

『

資

本

論』

第

：
三

部

、
へ
三
：
六
ヒ
頁
ー

。

。'

(

注
2

)

林
直
道
氏
は
、
有
機
的
構
：成
の
高
度
化
.の
.な
.
か
に
、
相
対
的
過
剰
人 

ロ
の
累
進
的
生
産
の
可
能
性
が
与
え
ら
れ
て
ぉ
り
、
-'

か
ル
.

#'

、4

「

如
免 

.

性
へ
転
化
す
る」

；：

「

経
路」

と
し
て
ヽ「

生
産
部
門
間
.
個
別
資
本
間
の
発
展 

.

の
不
询
等
性
1-
-

と
、「

産
業
循
環
の
膨
脹
.

収
縮
運
動」

と
の
二
つ
を
あ
げ 

ら
れ
て
い
る

(

前
掲
論
文
、
.
二
：五—

七
頁)

。

(

注
3

)
『

資
本
論』

：笫
ー
：：部
、
九.八
1

頁？：
：

：

ぐ：

，

と
こ
ろ
で
、『

資
本
論』

第
一
部
に
お
い
て
は
、
右
の
ご
と
く
、
産
業
循
環
の 

変
動
が
過
剰
人
口
の

r

最
も
精
力
的
な
再
生
産®

の
一
つ」

で
あ
る
と
の
べ 

ら
れ
'
て
は
い
る
が>
 

そ
か
次
は
、
：産
業
循
環
の&

が
い
か
な
る
意
味
で
、
ま

た
い
か
な
る
過
程
を
通
じ
て
.相
対
的
過
剰
人
口
を
生
産
す
る
か
は
全
然
明
ら
か

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

• 

'

「

五
-
. 

C

H五
九)

：

マ
ル
ク
ス
の
相
对
が
過
乘
人
ロ
論
に
か
ん
す
る
一
考
察



に
さ
れ
て
は
い
な
い
。
だ
が
、
'-
#

^

部
面
の
諸
問
題=

諸

^

^

を

ー

切

捨

象

し
 

て
、「

直

接

的

生

鐘

程」

；そ
れ
自
体
を
考
察
し
て
一
い
る

『

資
本
論J

第
一
部 

で
.
は
、
産
業
循
環
や
そ
れ
に
と
も
な
う
諸
問
題
が
分
析
の
傅
象
た
り
得
な
か
？ 

た
こ
と
は
む
し
ろ
当
然
と
い
え
ょ
う
。
そ
こ
で
は
、
資
本
の
蓄
積
.
生
産
力
の 

途
展
が
、F

機
能
資
本
の
伸
縮
性

」

の
増
.加
、「

絶
対
的
富」

の
増
大
、「

信
用」 

©.

役
割
、「

生
輯
過
程
そ
の
も
の
の
技
術
的
諸
条
件

」

等
を
通
じ
.
て
、「

資
本
の

突
然
的
i

M°

か」

を
増
大
ハ
し
、r

必
然
的
.
に
熱
病
的
な
生
産
と
そ
れ
に
つ
，
づ
く

.

f

)

 

.

-

$

の
充
溢」

•
「

市
場
の
取
縮」

•「

麻
痺
状
態」

を
も
た
ら
す
こ
と
が
簡
単
に 

指
摘
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
：い
。
そ
し
て
.
こ
の
意
味
で
、

(

か
か
る
簡
単
な
指
摘 

の
も
と
に
、

)

産
業
循
環
の
変
動
も
ま
た
、
資
本
の
蓄
積
•

生
産
力
の
.向
上
に
と 

も
な
う
変
動
と
み
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

'.
.

し
た
が
っ
て
、

マ
ル
ク
ス
は㈠ 

節
で
指
摘
し
た
ご
と
ぐ
生
産
力
の
向
上
.
資
本
の
蓄
積
に
と
も
な
う
諸
変
動
の 

.

な
，か.
で
、
相
対
的
過
剰
人
口
の
発
生
を
と
ら
え
る
場
合
こ
の
諸
変
動
の
な
か
.に 

産
業
循
環
の
変
動
を
も
い
れ
て
い
る
の
で
は
あ
る
が
、，
そ
の
問
題
の
明
確
な
規 

定
は
与
，え
ら
れ
て
い
な
い
。
，そ
こ
で
は
、
恐
慌
期
に
お
い
て
排
出
さ
れ

.

沈
滞
' 

期
に
滞
留
す
る
過
剰
人
口
と
、
，
㈡

節
，で
み
た
ょ
う
な
有
機
的
構
成
の
高
度
化
に
. 

1

す
る
過
剰
人
口
と
は
、
.

生
産
力
の
向
上•

資
本
蓄
積
に
と
も
な
う
諸
変
動

(

注
6

V

. 

:

か
ら
生
じ
る
と
い
う
井
通
面
に
お
い
て
と
ら
え
ら
れ
、
前
者
^
内
容
的
に
と
く 

に
規
定
•

区
別
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

じ
か
し
、
第
三
部
第
十
五
章
第
三
節
で
は
、
資
本
の
絶
対
的
過
剰
.の

も
と
で 

の
人
口
過
剰
の
問
題
が
、
不
充
分
な
が
らと
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の 

分
析
を
み
る
必
要
が
あ
ろ
う。

.

.
五

四

C

三
六
〇)

(

法
4

)

.\『

資
本
論』

第
一,
部
、
九
八0

莨
。

-
 

(

法
5

:)

へ.同
右
、
セ
ー
一
八
頁
、
九
八
一
頁
，

(

注
6

)

㈠

節

(

.注
10
-

11
>

の
引
用
文
を
参
照。

.

.,

第
二
十
三
章
第
三
節
で
は
、
す
で
に
の
ベ
た
ご
と
く
、
鹿
業
循
環
の
変
動 

-

が
、.
資
本i

蓄
積
の
必
然
的4

物
た
る
相
対
的
過
剰
人
口
 ==

産
業
予
備
軍
を 

.

基
礎
に
し
て
行
な
わ
れ
る
と
.

い
う
点
が
も
っ
ば
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。

マ
ル
ク
ス
は『

資
本
論』

第
三
部
第
十
五
章
第
三
節
に
お
い
て
、
資
本
の
絶 

対
的
過
剰
生
産
と
人
口
過
剰
と
が
併
存
す
る
と
い
う
矛
盾
に
論
及
し
て
い
る 

'

が
、
こ
の
部
分
は
、
未
完
成
な
草
稿
の
た
め
不
明
確
な
個
所
や
理
論
的
疑
点
を 

ふ
く
む
う
え
、
こ
の
資
本
の
絶
対
的
過
剰
生
産
の
説
明
が
き
わ
め
て
急
速
な
蓄 

積
i

'

i

力
不
足
i

賃
金
騰
貴
|

>

利
潤
率
下
落—

>

 

利
潤
量
の
絶
対
的 

減
少…

…

と
い
う
於
处
を
仮
定
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る
た
め
、
叙
述
は
き
わ
め 

て
難
解
で
ぜ
る
。

.

そ
の
説
明
に
ょ
れ
ばI

資
本
制
生
産
の
目
的
は
資
本
の
増
殖
、

i

f

 

の
生
産
で
あ
る
か
ら
、
も
し
右
の
仮
定
的
系
列
の
ご
と

く

全
般
的
な
利
潤
率
下 

落
に
ょ
り「

増
大
し
た
資
本
が
増
大
前
と
同
量
ま
た
は
む
七
ろ
ょ
り
少
量

の
剰 

.

余
価
値
し
か
生
産
し
な
い
場
合

」

に
は
、
資
本
の
絶
対
的
過
剰
が
生
じ
る
。
こ 

れ

は「
そ
の
範
囲
そ
の
も
の
に
お
い
て
絶
対
的
で
あ
り
つ
ま

り

全
生
産
領
域
を 

含
む」

資
本
過
剰
で
あ
る
。こ
の
砠
_

は
、
現
実
に
は
、
損
失
を
転
嫁
し
あ
お 

う
と
す
る
諸
資
本
間
の
激
し
い
競
争
の
も
と
で
資
本
の
遊
休
.
絶
滅
あ
る
い

は

損
失
と
い
う
各
植
の
形
態
をと
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
.

こ
れ
ら
に
.よ
っ
て

资
本
価
値
の
減
少
と
そ
れ
に.よ
る
価
格
諸
関
係
の
攬
乱
、
そ
れ
ら
に
と
も
な
う
.

■
全
生
産
過
程
の
攬
乱

V
.

停
滞
を
惹
起
す
る
。
こ
.
.の
攪
吼
.
停
滞
は
貨
幣
機
能
の

麻
痺
、
信
用
制
度
の
崩
壊
に
よ
っ
て
㈣

ル
さ
れ
、
か
く
し
.て.

「

激
烈
で
急
激.
な
恐

慌
、
突
然
の
強
大
な
価
値
減
少
、
お
よ
び
再
生
産
過
程
の
現
実
の
停
滞
お
よ
び

.

摄
乱
を
生
ぜ
し
め
る
。

」

こ
の
よ
う
な
生
産
の
^
^-
，破
滅
は
当
然
の
こ
と
な
が.

ら
労
働
者
階
級
の
一
部
を
遊
休
さ
せ
、
就
業
労
働
者
の
賃
金
を
き

.
り
下
げ
る
。

こ
と
で
は.
ま
さ
に
資
本
の
過
剰
と
人
ロ
過
剰
と
は
併
存
し
て
い
る
。
そ
^
て
と

の
よ
う
な
再
生
産
の
：規
実
的
滅
少
.

破
壊
、
労
働
者
の
過
剰
人
ロ
化
を
通
じ
て
、

ふ
た
だ
び
新
た
な
再
生
産
が
開
始
さ
れ
て
い
く

 

I

と
い
う
の
で(

あ
る
。

'

以
上
の
説
明
に
お
い
て
、
資
本
の
絶
対
的
過
剰
生
産
に
と
も
な
う
相
対
的
過

剰
人
口
が
、㈡

節
で
み
.た
有
機
的
構
成
の
高
度
化
に
起
因
す
る
過
剰
人
口
と
■は

異
な
る
•

独
自
の
.
範
疇
で
あ
る
こ
ふ
は
、

一
疮
明
ら
'
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
以

上
の
説
明
の
か
ぎ
り
で
は
、こ
.

の
範
疇
の
規
定
は
不
充
分
で
あ
る
。

.

第
十
五
章
第
三
節
で
は
、
仮
定
的
系
列
の
も
と
で
の
利
潤
率
の
下
落
を
媒
介

と
し
て
資
本
の
絶
対
的
過
剰.と
人
口
過
剰
と
の併
存
す
：る
事
態
を
説
明
し
、
こ

の
事
態
の
な
か
に
、「

特
定
の
高
さ
のi

率
が
、

生
産
の
拡
張
ま
た
は
制
限

を
決
定
す
る」

資
本
制
生
産
で
は
、
,

人
民
大
衆
の̂

T

か

全

く

み

た

さ

れ

.て

い

•
な
い
状
態
に
お.
い
て
資
本
の
絶
対
的
過
剰
が
生
じ
、•#
生
産
の
破
婊
.'労
働
者

の
過
剰
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
い
う
矛
盾
を
強
調
し
て
い

.

る
の
，で
あ
る
。
し
か
し

そ
^

で
：は
、
利
潤
率
に
よ
マ
て
生
産
が
制
約
さ
れ
る
>-

い
う
矛
盾
が
、
単
に
生

産
の
拡
大
を
制
約
す*る
と
い
う'
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
に
、
な

ぜ..
ま
た
い
か
に:

~
 

.
.
.

 

マ
ル
ク
ス
の
相
対
的
過
剰
人
口
論
にか
ん
す
る
一
考
察

し

て「

週
期
的
に
、
資
本
制
的.
対
立
的
形
態
で
の
過
多
な

&
」

の
生
産
と
い 

う
形
態
を
と
っ
て
現
わ
れ:̂
の
か
と
い
う
点
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
は
い
な
い
。 

利
潤
率
に
よ
る
生
産
の
制
約
が
、
は
節
で
み
た
よ
う
な
諸
変
動
：.
諸
制
限
に
と 

ど
.
ま
ら
ず
に
、
周
期
的
に
は
資
本
制
生
産
固
有
の
•

特
殊
な
形
態
に
よ
っ
て
社. 

会
全
体
、の
再
生
産
を
破
域::>
縮
小
さ
せ
る
と
い
う̂

が
g

0

に
な
ら
な
い
な
ら 

ば
、
こ
取
再
生
産
の
破
滅.
縮
小
に
よ
っ
て
生
じ
る
相
対
⑽
'員
剰
人
口
を㈡

節 

の
4

の
と
は
齡
な
っ
た.
独
自
の
'範
疇
と
し
て
は
っき
り
規
定
で
き
な
い
の
は 

当
然
で
•
あ
る
。.
そ
れ
ゆ
え
、
賓
本
蓄
積
と
生
産
方
の
向
上
と
の
相
互
！
^
的
な 

発
展
過
程
に
お
い
て
、
.
，周
期
的
.な
恐
慌
が
い
か
に
し
て
必
然
化
す
る
か
を
解
明 

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
£

こ
で
生
じ
る
相
対
的
過
剰
人
口
を
、
恐
慌
の
必
然

^

.
 

矛
盾
に
よ
る
も
の
ど
し
，て
明
確
に
規
定
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
は 

筆
者
の
恐
慌
論
研
究
の
現
状
で
は
不
可
能
で
あ
る
た
め
、

.

こ
こ
で
は
問
罾
胄_

の
み
に
と
ど
め
て
お
き
た
い。
.

.

* 

- 

.

.

.

.

.
-

(

注
7

>

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
.

前

掲

拙

稿「

恐
慌
論」

の
第
四
節「『

資
本 

の
絶
対
的
過
剰
生
産

』

.
'を
め
ぐ
っ
て」

，を
参
照
さ
れ
た.
い
。

.'

(

注0
0
)

以
上
の
説
明.
は

T

資
本
論』

第
三
亂
、
'

三
六
四
|

三
七
〇
頁
'
に
よ

(

注
9

)

 

”

同
右
、.
三
七
四
頁。
' ,
:

,.
• 

(

注
10)

.'
-
:
:同
右
、
三
、七
四
頁。

.

n

 

' 

バ

.

ン
';
.

.
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■

:

: 

-

•

C
 

. 

- 

. 

- 

■.

ノ . 

：: 

:

.

.

.
 

ノ

.
以
上
の
ご
ど
ぐ
、
，
恐
慌
期
に
排
出
さ
れる
相
対
的
過
剰
人
：□

は
、

.S

B

五

五
Q

一
-

一)



:

成
の
®

^

化M

起
f

:

る
相
対
的
疆
入
：ロ:>
於
異
な
夺
<

独
自
の
問
題
と.1
. 

て
規
定
さ
机̂

^

ぢ
な
い：

の
：文
は
あ
る
旅
，
親
実
：に
は
}

は
密
接
な
関
連.' 

を
も
っ
て
現
わ
れ
る
た
め
、
機
械
的
に
分
離
し
て
は
な
ら
な
い
。

..
•

す
で
に
指
摘
し
來
で
と̂
^

恐
慌
ぬ
先
行
す
る
活
況
期
ち
お
い
て
は
”
有

機
:. 

i

成

の

藤

化

に

も.
か
か
わ
ら
ず
、
;M

速
な
生
産
拡®

行
な
わ
' 

れ
る

た
 

.
め
：
、

：j

 

:部

：
に

お

い

：

.
て

有

機§

成

の

養

化

.に
よ
る
蕩
者
の
反
撥
は
ま
ぬ
か 

れ
ぬ
と
し.
て
$

全
般
的
に
は̂

^

が
強
ぐ
作
用
し
て1>
?>
;

。
：ぢ
こ
：ろ
が
、 

こ
れ
を
産
業
循
環
と
い
ぅ
観
点
が
ら
み
水
ば
、

\

こ
一
こ
で
労
働
箸
の
反
撥
傾
尚
が
：

. 

お
さ
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、

「

生
産
諸
カ’
を
絶
対
的
故
発
展
さ
：せ_る
1

献
1

を
も
：
 

つ
資
本
制
生
産
が
、
商
人̂
^

の
介
在
や
、
銀

行r

信

用

，
投
機
等
の̂
^

c>
. 

も

と

で

、
：
：
価

値

•

剰
余
価
値
の
実
現
の
た
谷
：の
諸
条
神
を
も
無
視
U

て
生
産
を 

お
し
進
め.
て
；い
く
過
程
に
お
い
：て
生
じ
た
も
の
ヒ
ほ
か
な
ら

.
な
い
。
->

ま
り(

. 

r

そ
れ
に
含
ま
れ
る
価
値
と
そ
れ
に
包
含
さ
れ
る
’

剰
余
©

値
と
を
、
.資
本
制
的 

生
産
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
分
^
諸
条
件
と
消
費
諸
条
件
と
に
よ
っ
て
実
現
し 

新
資
本
に
囊
形
し
ぅ
る
に
は
過
多
な
商
品
が
、
す
な
わ
ち
、
た
え
ず
反
復
さ
れ 

る
爆
発
な
し
に
こ
の
過
程
を
遂
行
す
る
：に
は
過
多
な
商
品
が
、

」〉

生
産
雜
^」
，
つ 

.

つ
あ
る
過
程•
恐
慌
を
必
然
化
す
る
諸
矛
盾
が
累
積
さ
れ
つ
.つ
あ
る
過
程
に
お 

い
て
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
労
働
者
が
吸
引
.
さ
れ
る
.
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
有
機 

—

成
の
高
度
化
に
よ
っ
て
反
撥
さ
れ
た
相
対
的
過
剰
人
口
、

'•

あ

る

い

.は

反

撥 

さ
れ
る
べ
き
労
働
力
が
、
過
剰
生
産
要
因
が
累
齋
さ
れ
つ
づ
も
な
お
表
面
化
し 

な
い
た
め
に
、
吸
引.さ
れ
る
の'
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
恐
慌
の
も
と
で
大
量
的
，
 

に
排
出
■
さ
れ
る
労
働
者
に
ぱ
、
先
行
す
る
活
況
期
で
、
か
か
る
意
味
で
吸
引
さ

_

.

ベ

.:

五

六
.
.
Q

—*
六 
5

:

.

れ
て
い
.
た
労
働
考
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
恐
慌
に
つ
づ
ぐ
沈 

盤

で

は

、
生
産
が
漸
次
再
開
さ
れ
て
い
く
が
：、
そ
の
場
合

「

機

下

落

と

競 

争
；！

；
が

固

定

資

本

更

新

に

3

い
し
て
の
改
良
の
福
を
あ
た
：找
>̂
!

3

た
め
、
有
機. 

.

磐
成
が
高
度
化
す
る
こ
と
が
少
；な
く
な
い
が
、

;'
':

こ
こ
で
は
、
同
額
の
資
本
が 

以
前
に
お
い
て
吸
引
し
た
ょ
り
も
ょ
り
少
数
の
货
勸
者
し
か
吸
引
し
な
い
。
そ 

れ
ゆ
ぇ
、.
こ
こ
で
は
、
有
機
篛
成
の
高
度
化
に
ょ
っ
で
労
働
者
が
反
撥
さ
れ 

る
と
い
う
形
態
こ.
そ
と
ら
な
い
が
、：
'

有
機
^
!
成
の
高
度
化
は
相
対
的
過
剰
人 

口
を
存
続
•

維
持
：せ
し
め.
て
い
る
の
で
：あ
る
。
.

そ
れ
ゆ
え
、
こ
と
で
は
、
ニ
つ 

の
原
因
に
起
因
す
る
相
対
的
過
剰
人
口
が
重
な
り
あ
う
て
滞
留
し
て
い
る

と
.

い 

X.
.

ょ
う
。

•

ン
1>

た
が
っ
て
、

V

相
対
的
過
剰
人
ロ€>
現
実
的
連
動
を
明
ら
か
に
す
る
た
：め
に 

は
：
両
者
を'
ー
疮
範
疇
的
に
区
別
し
た
う
ぇ
：で
'
両
者
の
関
連
を
明
ら
か
に
し 

な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
：
こ

の

は

、
M -

業
循̂

自
体
の
分
趴
を
ふ
か
'め
て 

:

い
く
こ
と̂

よ
.

づ
て
は
じ
め.
て
明
瞭
に
な
る
で
あ
ろ
う0
:

:

諸
資
本
間
の
競
争
の
も
と
に
お
け
る
資
本
蓄
積
g

生
産
力
の
向
上
と
の
批
互 

親

的

な

発

展

が

、.
い
か
な
る
諸
矛
盾
を
う
み
だ
し
、
い
か
に
し
て
恐
慌
の
爆 

発
を
佘
儀
な
く
し
て
い..ぐ
の
か
、..と
い
う
過
程
を
詳
細
に
分
析
し
て
い
く
こ
と 

は
、
.恐
慌
と
そ
れ
に
と
も
な
う
^
働
者
の
排
出
の
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
た
め 

に
必
要
な
ば
か
り
で
は
な
い
。
か
か
る
過
程
の
分
祈
は
、

.
3

節
で
み
た
有
機
的 

構
成
の
高
度
化
に
起
因
す
る
相
対
的
過
剰
人
口
の
'運
動
を
ょ
り1

層
明
瞭
に
す 

る
で
あ
ろ
う
し
、.こ
'

の
運
動
と
、
本
■
で
み
た
相
対
的
過
剰
人
口
と
の
関
連
も 

明
ら
か
に.
す
る
で
あ
ろ}

。
,

-

の
意
味
で
、

産
業
循
環
過
程
の
研
究
の
発
展

が
、
相
対
的
過
剰
人
口
論
を
一
層
深
化
.
具
体
化
さ
せ
て
い
く
う
え
に
き
わ
め 

て
重
要
な
こ
と
を
と
く
に
注
意
し
て
お
か
'
ね
ば
な
ら
な
い。
,

.
(

法
11)

『

資
本
論』

第
三
部
、
三
六
二
頁。
：

.

(

注
12〕

同
右
、
三
七
三
頁
。

(

注
18)

.

同
右
、
三
六
九
頁
。

.
1

節

劳

働

者

の「

反
撥J

 

•

:

「

吸
引」

過
程
に
お
け
る 

'

■
転
落
と
相
贫
的
過
剩
人
口
の
固
定
化
傾
向

さ
て
、
以
上
㈡

節

，
<H
>

節
で
明
ら
か
に
し
た
ょ
う
に
、
員
ホ

#

^

•
生

産

力
 

の
向
上
の
過
程
に
お
い
て
、
.労
働
者
は
た
え
ず
反
撥
さ
れ
た
り
吸
引
さ
れ
た
り
. 

す
る
の
で
あ
る
が
、•

こ
う
し
た
過
程
で
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
労
動
者 

の
急
速
な
る
消
耗
.

転
落
で
あ
る
。
労
働
者
の
.
.た
え
ざ
る「

反
撥」

.「

吸
引」

.

の
過
程
に
お
い
て
生
じ
る
労
働
者
の
転
落
は
、
反
撥
さ
れ
た
労
働
者
の
再
度
の 

吸
引
を
制
約
し
、
相
対
的
過
剰
人
口
の
/'

部

を「

乱
{

1

^

過
剩
人
1
?」

1)

と
し
て 

い
く
要
因
と
な
る
の
で
あ
つ
て
、
:
マ
ル
ク
ス
が
相
対
的
過
剩
人
ロ
の
分
听
に
お 

い
て
か
.
か
る
問
題
を
重
視
し
て
い
た
の
は
、
：
第

 

一r

十
三
章
第
四
節
：に
お
け
る
相.
 

.
対
擒
過
剩
人
口
，の
存
在
形
態
や
撤
層
の
分
析
を
通
じ
て
明
ら
か
で
減

^

 

も
ち
ろ
ん
こ
の
問
題
の•考
察
に
お
い
て
、
：
資
本
主
義
の
.発
展
が
労
働
者
の
自 

由
な
移
動
を
条
件
とし
、
ま
た
そ
れ
を
.

一
層
容
易
に̂

て
い
<

>•
•
い

う

こ

と

を
 

見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
労
働
移
動
を
阻
止
す
る
法
律
の
廃
止
、
労
働
内
容
に

対
す
る
無
関
心
の
増
大
、
^

働
の
：簡
^

^

、
崖
的
偏
見
の
根
絶
、
.と
く
に
資

•

■

.

.

.

，

マルクスの相対的

過
剰
人
口
論
.
に
.
か

ん

す

る

，
一

考

察へ

本
制
的
生
産
様
式
の
も
と
へ
の
労
働
者
の
従
属
、
等
が
：、

こ
の
条
件
を
つ
く
り 

だ
し
、
と
く
に
機
械
制
大
工
業
は
、

「

旧
来
の
分
業
体
系
を
技
術
的
に
覆

」

k-)

 

「

労
働
の
転
変.
機
能
の
流
動.
•

労
働
者
の
•
全
面
的
可
動(
性」〕

を
促
進
す
る
こ 

と
に
よ
っ
て
、
技
術
的
変
革
や
労
働
需
要
の
変
動
に
と
も
な
う
労
働
力
の
転
換 

を
容
易
に
し£

い
ハ\
0

.

:

'
 

-

:

■

.
 

I

.

:

し
か
し
な
が
ら
、他
面
に.お
い
て
、
大
工
業
の「

資
本
制
的
形
態
に
お
い
て

」

は
：、
旧̂

^

罾
が
，「

資
本
に
よ
り
組
織
的
に
、
労
働
力
の
拽
取
手
段
と
し
て
一 

そ
う
厭
う
べ
き
形
態
で
再
生
産
さ
れ
且
つ
確
認
さ
_

る」

の
で
あ
っ
て
、
監
督 

労
働
の
も
と
で
種
々
様
々
の^

員
の
殳
§1
.

等
級
化
が
行
な
わ
れ
、
労
働
者
は 

.

機
械
の
あ
る
部
分
労
働
に
緊
縛
さ
れ
る
。
.

か
か
る「

工
場
体
制」

の
も
と
で
は
、 

労
働
者
の
急
速
な
る
消

f

 .
.

老
朽
化
が
す
す
む
ほ
か
、
技i

革
に
た
い
す
る 

旧

謹

H

の
対
宓
も
制
約
ざ
れ
る
の
で
あ
り
、
資
本
家
は
生
産
力
の
向
上
に
と 

も
な
う
労
働
者
の「

反
凝
*-
.
.-1

吸
引」

' 

の
さ
い
に
、
旧
熟
練

H

や
老
朽
化
し
た 

旧
労
働
力.
を
で
き
る
だ
け
排
し
て
、
低
廉
で
新
し
い
若
年
労
働
力
を
採
用
し
よ 

.

う
と
す
る
？
こ
の
た
め
、
す
で
に
み
た
よ
う
な
.

「

i

循
環」

や

「

機
械
経
営
. 

に
お
け
る
質
的
変
動

」

の
過
程
で
、■「

労
働
者
は
、
：
い
つ
も
反
撥
さ
れ
て
は
吸 

.
n
r
v

さ
れ
、.
，あ
ち
.
こ
.
，ち

ど
-
.

つ
き
.

^

れ
る
の
で
あ
：
っ
„

て
、
：
し
か
も
そ
の
際
、
募 

集
労
働
者
の
性
，
年
齢
お
よ
び
議
さ
は
絶
え
ず
変
化
^
^

」

の
で
あ
る
こ 

.

の

よ

う

に

し

て

、

労
働
者
の
急
速
な
る
消
耗
，
転
落
、

「

労
働
者
如
代
の
急
速 

.

な
交
代1

が
す
す
む
，た
め
、
労
働
者
間
の
労
働
移
動
は
、
よ
り
低
級
な
労
働
職 

，
種

へ

と

い

ケ

}

方
的
移
動
に.
か
ぎ
ら
.れ
、
ょ
り
低
級
.な
労
働
分
野
ほ
ど
労
働
者 

間
の
競
争
が
よ̂

激
し
く
な
る
傾
向
に
ぁ
る
。
こ
ぅ
1>

た
镇
向
は
？
次
節
で
.み

五
'

七

(

三
六
三
0



る
婦
女
子
，
児
童
の
未
熟
f

働
カ
の
增
加
r

よ

：
っ

て

強

化

さ

れ

る

。

：
,
、

.

以

上.
の
よ
う
な
辦
情
の
も
と
で
，
流
動
的
形
態
を
と
っ
で
.
い
た
相
対
的
過
剰
.

.

人
口
の
一
部
は
停
滞
的
過
剰
人
ロ
と
し
て
お
.く
れ
た
生
産
形
態
に
お
.
い
：
て

、
.
き
 

.

わ
め
で
不
充
分
な
就
業
を
.余
儀
な
く
さ
れ
る
，の
で
あ
る
。
農
業
部
門
で
反
撥
さ
：
 

れ
た
労
働
者
が
‘
、
大
量
的
な
需
要
増
大
の
時
期
を
の
ぞ
く
と
、.一

殷
に
工
業
部 

門
へ
吸
引
さ
れ
に
く
く
、.
潜
在
的
過
剰
人
口
を
形
成
す
石
と
い
グ
の
も
以
上
の
. 

事
情
に
お
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

'

も
っ
と
も
.、

A
J
.

う
し
た
な
か
で
も
、.
よ
り
良
.
い
職
種
....よ
り
良
い
企
業
を 

.
も

と

め

る

、分

働

者

の

自

由

な

.移
動
'，
*
競
争
が
な
く
な
る
わ
け

で
ぼ
な
い
。
.
一
 

;

部
の
坐
鹿
部
門
で
追
加
労
働
力
の
需
要
が
あ
れ
ば
、
よ
り
低
級
な
分
野
で
就 

業
し
て
い
た
労
働
力
が
可
能
な
か
ぎ
り
移
動
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
と
く
に
新 

労
働
力
の
.就
業
の
場
合
や
、
あ
る
い
は
需
要
の
全
‘艘
的
な
増
加
.
に
：よ
っ
て
相 

対
的
過
剰
人
口
が
大
量
的
に
吸
引
さ
れ
る
時
期
に
は
、「

^
働
者
の
全
面
的
可 

動
牲」

.

労
働
の
容
易
な
る
転
変
の
傾
向
が
強
く
発
現
す
る
で
あ
ろ
う
。

つ 

ま
り
、
本
ら
ゅ
る
労
働
分
野
に
わ
た
る
労
働
者
の
自
由
.
な
移
動
.
競
争
ひ
傾 

肉
は
、「

工
場
体
制」

に
ぉ
け
る
労
働
者
.
の
特
定
職
種
へ
の
緊
縛
、
労
働
者
の 

.「

吸
引」

■
•「

反
撥」

過
程
に
お
け
る
労
働
者
の
転
落
、
等
の
も
と
で
、.そ
れ
ら 

_に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
な
が
ら
作
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

(

注
1

)
『

資
本
論』

第
一
部
、
九
九
六
頁
.
。

.

(

注
2

)

マ
ル
ク
ス
が
相
対
的
過
剰
人
口
の
創
■
出
と
関
速
し
て
こ
の
よ
う
■な
労■ 

働
者
の
転
落
.
破
滅
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
は
、，

い
わ
ゆ

る
辅
償
説
に
た
い

す
る
批
判̂
-|

つ.
.
.と
.
.し
.

て
つ
，者
の
ょ
う
な
主
張
を
な
.
.し
て
.
.い
る
.

こ
_

と
か..ら

も
 

V

う
か
が
わ
れ
る
。'
一
産
業.
部
門
か
ら
駆
逐
さ
れ
た.穷
働
者
は
、「

分
業
に
ょ 

:

っ
て
不
具
：に
さ
れ
てい
る
の
で
、
こ
の
哀
れ
な
連
中
は
彼
等
の
も
と
の
労
働 

.

箣
囲
以
外
で
は
殆
ん
ど
無
価
値
な
の
で
あ
っ
て
、

彼
等
は
、

少
数
の
低
級 

な
、
し
た
亦
っ
て
、絶
ぇ
ず
泡
濫
し
て
い
て
賃
銀
.の
怔
い
労
働
部
^
で
し
か
ロ 

.

が
見
出
せ
な
い
ので
.ぁ
る
。
.

さ
ら
に
、
各
産
業
部
門
は
年
.'々
新
た
な
人
間
の 

流
.
れ
を
吸
引
す
る
の
で
あ
マ
て
、

こ
，の
流
れ
は
各
産
業
部
門
に
た
い
し
、
そ 

.

の
規
則
正
し
い
補
充
や
増
大
の
た
.

め
の
必
要
人
員
を
提
供
す
る
。
従
来
一
定 

の産業部門で就業していた労の

 

一̂

分
を
機
械
.が
遊
離
さ
せ
る
ば 

あ
い
、
右
の
補
充
員
も
新
た
に
配
分
さ
れ
て
他
の
労
働
諸
部
門
セ
吸
引
さ
れ 

:

る
の
で
あ
る
が
、
最
初
の
犠
牲
者
の
方
は
過
渡
期
に
大
部
分
が
.零
落
し
て
滅 

び
て
し
ま.う
.

の
で
あ
る
。

」
(

同
右
、.
.
七
一
〇
|
七
 

一
-

一
 

頁)

(

法
3

)

.『

資
本
論』

第
コ
1

部
、
ニ
九
-1

頁
。

(

注
4

)

第
'

一
部
、
六
八
三
頁。
：
.

(

注
5
 )

：
同
右
、
七
七
四
貢
。
.

.(

注
6

>

..

同
右
、.
七
七
四
頁
？ 

' 

’

こ

V
 

ぃ
 

(

注
7

)

同
右
、
六
八
四
頁
0'
.

/

 

'

(
注
8
.)

同
右
、
七
ニ
九
丨
七
、三
〇
頁
。

(

法
9

)
.

同
右
、
' 

九
九
三
頁
。

と
こ
ろ
で
、
以

上

，
の
'
こ

と

き

相

対

的

過

乘

人
口
の
il
/i
1

と
、
そ
れ
に
と
も
な
う 

■労
働
者
の
転
落
に
も
と
づ
いて
、
#

力
で
は
彼
ら
の「

低
廉
な
労
働
力
の
無
制

限
な
搾
取」

を

r

競
争
能
力
の
唯
一.
.
の
®

li
t

」

と
し
た
ぎ
わ
め
て
遅
れ
た
生
産 

様
式
が
残
存.
あ
る
.
い
は
新
生
し
て
い
く
。
そ
こ
で
は
と
く
に
労
働
者
間
の
競 

.

争
の
は
げ
し
さ
、
労
働
者
の
分
散
的
存
在
に
よ
る
反
抗
力
の
よ
わ
さ
、
本
来
的 

雇
主
と
労
働
者
と
の
間
へ
の

「

盗
賊
的
寄
生
者」

の
介
入
、
：
同
一
部
門
の
機
械 

経
営
や
マ
ニ
テ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ァ
砠
冑
と
の
競
争
、
仕

f

体

の

不

規

則

料

!
^
の 

た
め
、
労
働
諸
条
件
は
極
度
に
恶
い
。
賃
金
は
き
わ
め
て
低
く
、
就
業
は
全
く 

不
規
則
的
で
あ
つ
て
、
.

f

i

i

,

 

H

 '
旻
時
間
労
働
と
が
交
錯
す 

る
。
こ
こ
で
は
労
働
力
は
大
半
、

「

現
§

働
者
軍
の
一
部
を
な
す
が
、
そ
の
就 

業
は
全
く
不
規
則
で
あ̂1」

と
こ
ろ
.

の
^
滞
的
過
剰
人
口
と
し
て
存
夜
す
る
の 

で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
大
体
に
お
い
て
、
す
で
に
み
た

「

反
撥」

，「

吸
引」

の
過 

程
で
す
で
.
に

「

あ
わ
れ
な
生
産
様
式
の
内
部
で
の
み
労
働
と
し
て
適
ボ
し
ぅ
る 

よ
ぅ
が」

労
働
力
と
な
つ
て
お
り
、
こ
の
傾|0
1
は
_

吣
、31
剰
人
ロ
と
し
て
の 

劣
恶
な
労
働•
生
活
諸
条
件
の
も
と
で
一
層
強
ま
つ
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
の 

か
ぎ
り
、
こ
こ
に
は「

固
定
的
過
剰
人
口」

の
増
大
が
み
ら
れ
る。

.

.

さ
ら
に
ま
た
、.就
■

働
者
の
消
耗•
転
落
を
逋
じ
て
、
あ
る
い
は
相
対
的 

.

過
剰
人
口
の
哀
れ
な
坐
活
、f

的
過
剰
人
口
の
と
く
に
劣
恶
な
労
働
•
生
活 

諸
条
件
を
通
じ
て
、

一
部
の
労
働
者
は
.

「

相
対
的
過
剰
人
口
の
最
低
の
沈
澱

」 

た

る「

簾

血

的

窮

民(
j

の
世
#

に
落
ち
て
い
く
。
こ
の
一
部
は
と
く
に
.い
ち 

じ
る
し
い
活
況
期
に
は
'、
低
廉
な
労
働
力
と
し
て
吸
引
さ
れ
て
い
くと
は
い 

え
、
こ
れ
は
一時
的
な
も
の
で
あ
る
し
、
そ
の
残
部
は
社
会
の
最
低
層
に
固
定 

的
•

慢
性
的
に
沈
殿
しv

い
る
の
で
あ
る
。
、

も
っ
と
も
、

マ
ル
ク
ス
がi

的
過
剰
人
ロ
の
典
型
的
な
就
業
分
野
と
み
て 

マ
ル
ク
ス
の
相
対
的
過
剰
人
口
論
に
か
ん
す
る
一
考
察

1>

た
家
内
労
働
は
、
工
場
法
の
成
立
を
通
じ
て
、
あ
る
い
は
市
場
の
拡
大
等
を 

契
機
と
し
た.
一
部
の
生
産
力
の
向
上
を
通
じ
て
、
.破
滅
す
る
か
あ
る
い
は
生
産 

力
を
向
上
さ
せ
る
か
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
く
。
し
か
し
、

一
方
で
相
対
的
過 

剰
人
口
が
た
え
ず
排
出
さ
れ
て
い
.
く
以
上
、
程
度
の
差
は
あ
れ
、
.か
か
る
低
賃 

金
労
働
を
基
礎g
t

た
遅
.れ
た
経
営
形
態
が
残
存•
新
生
す
る
傾
向
は6

か
に 

あ
る
し
、.
嗜
好
や
流
行
に
左
右
ざ
れ
や
す
く
、
標
準
化
さ
れ
.
な
い
商
品——

と 

く
に
奢
侈
品
、
あ
る
い
は
需
要
の
制
限
さ
れ
た
特
殊
な
部
品
等
で
は
、
小
規
模 

で
、
連
れ
た
生
産
形
態
の
も
と
で
、
低
賃
金
労
働
を
不
規
則
的
に
利
用
す
る
傾 

向
が
強
い
。
さ
ら
に
ま
た
、
こ
う
し
た
商
品
種
類
は
、
資
本
主
義
の
発
展
に
と 

も
な
う
社
会
的
生
産
部
門
の
多
様
化
：や
、
資
本
i

級
の
奢
侈
欲
の
増
大
と
と 

も
に
つ
ね
に
あ
ら
た.に
づ
み
だ
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
か
ら
、
こ
の
問
題
は
た
え

■ 

• 

. 

<注
15)

ず
再
生
産
さ
れ
る
.
で
あ
ろ
う
。

.

：

•

(

注
10)

『

資
本
論』

.
第
一
部
、
七
五
九
頁
。
.

(

注
11)

同
右
、
七
四0
1

'

頁
。

.

(

注
12)

同

右

、
：
九

九

四

頁

.
。

(

注
13)

同
右
、
第
ー
ー
ー
部
、
三
七
三
頁
0

'
 

ノ 

.

(

注
14
>

同
右
、
第
一
部
、
九
九
五
頁
。

(

注
15)

マ
ル
ク
ス
の「

停
滞
的
過
剩
人
0」

.

と
い
う
概
念
に
つ
い
て
は
、

い 

ま
な
お
明
確
に
す
べ
き
諸
点
が
残
タ
れ
て
い
る
.よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
ず
、

.

停
滞
的
過
剰
人
口
が
：流
動
的
形
態
と
ち
が
っ
て
停
滞
的
と
い
わ
れ
る
の
は
な 

ぜ
か
と
い
う
.間
題
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、

マ
ル
ク
，ス
は
明
確
な
定
義
を

五

九

。
一
一
六
五

)



六O

Q

H

八
六〕

与
x.

て
は
い

な
い
が

推
察
す
る
と

ろ
で

は

そ
れ
は

本
節
で
の
ベ

た
X

う
な
労
働
考
の
：転
落
に
.
ょ
.

つ
て
.
、
”

般
.の
エ
場
あ
る
い
は
マ
ニ
ュ
.
フ
ナ
ク
チ: 

ュ
ナ
の
.
.就
業
旁
働
者
へ
の
復
%

か
原
則
的
に
.
は
.不
可
能
と
な
り
、
：■
特
殊
.な 

-1

あ
わ
れ
な
生
産
様
式
の
内
部
で
の
み
労
働
と
し
.て
通
用
し
う
る」

上
5-
'
に
な 

つ.
た
.
た
.
め
、；..：.そ
.
，こ
.に
^

留
す
る
傾
.向
を
も
.
.つ.
と
.
い
.う
意
味
で
：あ
.
ろ
'
う
。.
'
.
.こ
.の 

ょ
う
に
、
停
滞
的
過
剰
人
口
は
特
殊
な
坐
座
様
式
の
も
と
で
、
:#

殊
.
な於

：#

.

形
態
を
と
る
の
.
で
ぁ
る
か
ら
、
停
|

的
過
剰
人
ロ
の
産
業
予
備
軍
：と
：し
て
の 

意
義
は
、停
滞
的
過
剰
人
口
の
就
業
形
態
め
問
題
.
と
む
.す
び
つ
く
で
あ
ろ
う
。

し
な
け
れ
ば
な
ら
.
な
い
。
 

•

さ
ら
に
ま
た
、
.

^

#
rH
J

過
刺
人
口
は
流
動
的
適
剰
人
口
と
は
異
な
り
、「

so 

役
労
働
者
軍
の
'
一
部
を
な
し」

(

同
右
、九
九
四
頁)

、不
完
全
な
が
ら
も
就
業 

.

し
て
い
石
と
い
ぅ
特
徴
を
も
つ
て
い
.
る
の
で
あ
る
が
、

こ
の
場
合
の「

就
業」 

.

と

一
般
就
業
労
働
者
の「

就
業」

と
.

は

r

体
い
か
な
る
.点
で
区
別
さ
れ
る
.の 

で
あ
：ろ
ぅ
か
。

マ
ル
ク
ス
で
は
、
就
業
が「

全
く
不
規
則」

.な
こ
と
、「

胄
働 

時
間
の
最
大
限
と
.
、
賃
銀
の
最
小
限J

 

(

同
右)

が
停
滞
的
過
剰
人
口
の
特
徴
’

と
^

て
本
げ
ら
'れ
：て
お
.
り
、
.
彼
等
の
生
：活
状
.態
_は
'「

労
働
階
锋
^

標
準
的
水
準
以
下
：£
.
低
卞
ず
る」

.(

同
右)

と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
厳
密
'に
ぃ 

.

.

.

.
っ
r

そ
'の

も

：
っ
と
：

^

>
基

本

的

ー

な

規

定

的

要

'
因

は

な

に

で

あ

ろ

う

か

°

こ
の
点 

.
は
現
状
分
析
に
さ
い
し
て
重
要
な
意
味
を
も
っ
：て
く
る
。
.'

と
く
に
わ
が
国
の
. 

ご
と
く
、
工
場
、

マ
ニ
！
ュ
フ
ァ
ク
チ
ユ
ァ
の
'
就
業
労
働
者
の
間
に
お
い
て
も

長
労
働
時
間
、
低
賃
金
労
働
が
一
般
化
し
、
就
業
の
不
安
定
性
も
.強
く
、「

労 

働
階
級
の
平
均
的
水
準
_

!
自
体
が
非
常
に
不
明
確
な
現
状
で
は
、
'低
賃
金
労 

::

働
‘者
と
.
停
滞
的
過
剰
人
口
と
を
明
雄
に
区
別
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
困
難
な 

問
題
で
あ
る
。
従
来
わ
.が
国
で
は
中
小
工
場
の
多
数
の
就
業
労
働
者
に
つ
い 

.
て

も
、
.

そ
の
低
賃
金
、
劣
悪
労
働
諸
条
件
の
ゆ
え
に
、
そ
の「

過
剰
人
口」 

.的
性
格
が
強
調
さ
れ
.て
い
た
が
、
か
か
る
分
析
に
は
問
題
が
あ
る
と
思
う
。
こ 

の
問
題
を
明
確
に
す
る
う
え
に
も
、
就
業
者
と
過
剰
人
口
と
が
い
か
な
石
点 

で
、
ま
：た
：い
が
な
る
章
味
で
区
別
さ
れ
る
の
か
、へ
な
ぜ
区
別
さ
れ
る
べ
き
な 

の
か
、
と
い
う
問
題
を
.
理
論
的
に
再
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

こ
の
よ
う
に
み
てく
る
と
、

相
対
的
過
剰
人
口
の
分
析
に
お
い
て
、

「

工
場 

体
制J

:

の
も
と
で
の
労
働
者
の
緊
縛
、
急
速
な
る
消
耗
、
転
落
、
破
滅
、
と
い 

う
問
題
が
決
し
て̂
^

で
き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
資
本 

に
よ
る
た
え
ざ
る「

反
撥」

.「

吸
引」

の
過
程
で
、
反
撥
さ
れ
た
労
働
者
が
た 

と
え
吸
引
さ
れ
た
と
し
て
も、' 
こ
の
過
程
に
は
の
.破壊
や
老
朽
化
に
よ
る 

労
働
力
の
価
値
の
減
少
，
破
壊
、
よ
り
低
級
な
職
へ
の
転
落
が
ふ
く
ま
れ
て
い 

る
と
い
う
問
題
に.
と
ど
ま
ら
な.
い
。
か
か
る
事
情
は
、反
撥
さ
れ
た
労
働
者
の
再
、

一
ル
ク
ス
で
は
、
.
停
滞
的
過
剰
人
口
の
主
要
な
存
在
分
野
は
'家
内
労
働
に
も 

，
と
め
ら
れ
て
い
.る
が
、
：停
滞
的
過
剰
人
ロ
の
産
業
予
備
軍
と
し
て
の
性

格

，. 

特
徴
を
ょ
り
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
.
は
、
な
に
ょ
ヶ
も
ま
ず
、
.こ
の
家
内
労 

働
が
資
本
制
■生
産
に
お
.
い
て
，
■

「

資
本
の
独
自
的
#

取」
(

同

右

、
九

'
九

RH

頁)

 

と
し
て
い
か
な
る
役
割
を
演
じ
て
い
る
の
か
と
い
ぅ
問
題
を
^-

明

し

.
、

さ

ら

. 

に
は
停
滞
的
過
剰
人
口
、
家
内
労
働
以
外
に
い
か
な
る
形
態
で
存
.在

.
す

る

の
 

か
と
い
う
問
題
ま
で
を
究
明
し
、
停
滞
的
過
剰
人
ロ
の
諸
側
面
を
明
ら
か
に

度
の
_

を
制
約
す
る
こ
と
に
J;
.
.っ
て
相
対
的
過
剰
人
ロ
を
倍
加
す
る
で
あ
ろ 

う
し
、
か
か
る
事
情
を
通
じ
て
的
過
剰
人
口
め
二
部
や
窮
民
が

T
M

定
的 

過
剰
人
口」

と
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
慢
性
的
相
対
的
過
剰
人 

ロ
を
増
加
じ
て
い
く
重
要
な
一
因
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
般
に
は
、
相
対
的
過
剰
人
口
の
発
生
の
分
析
に
お
い
て
は
、
第
二
十
三
章 

第
四
節
の
相
対
的
過
剰
人
口
の
荐
在
形
態
の
分
祈
は
、

ほ
と
ん
ど
注

S

さ
れ 

ず
、
発
生
し
た
過
剰
人
口
の
存
在
形
態
と
し
て
補
足
的
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
に 

す
ぎ
な
い
。
し
か
し
前
に
の
ベ
た
潜
在
的
過
剰
人
口
に
お
い
て
も
、

こ
の
.
停
滞 

的
過
剰
人
P

に
お
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れの
.
1

0

根
拠
や
内
容
は
分
析
さ
れ
る 

べ
き
續
を
も
っ
て
い
る
の.で
あ
っ
て
、
.相
対
的
過
剰
人
口
の
発
生
と
そ
の
内 

容
に
.
か
ん
す
る
分
析
を
ふ
か
め
る
と
い
う
と
と
は
、
.
か
か
る
諸
形
態
に
お
け
る'. 

諸
傾
向
•

諸
§

を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

0

:

㈤

節

#

働
お
•よ
び
労
働
力
の
供
給
増
加

に
.

よ
る
相
対
的
過
刺
入.
ロ
の
；倍

加

傾

向
.

■
. 

' 

.

. 

.

.

.

.

以
上
に
お
い
て
は
、

『

資
本
論』

_
第
一
部
第
一
一
十
三
章
に
おけ
る
相
対
的
過 

.
剰
人
ロ
の
分
析
で
ま
ず
前
提
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
労
働
^
^
惻
の
条
件
が
不 

変
で
あ
っ
て
、

一
定
量
の
可
変
資
本
は
つ
ね
に
不
変
の
労
働
力
を
購
入
す
る
と 

い
う
前
提
に
た
っ
て
い
た
が
、
最
後
に
、

一
労
働
力
当
り
労
働
供
給
暈
の
増
加

.

-

傾
向
や
労
働
力̂

^

の
増
加
傾
向
に
よ
る
相
対
的
過
剰
人
口
の
倍
加
と
.い
う
問 

題
に
言
及
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
.
い
0

■■

マ
.
ル

ク

ス

が
相
対
的
過
剩
人
ロ

の
分
析
に
お
い
て
、
ま
ず
右
のよ

う

な前
提

マ
ル
ク
ス
の
相
対
的
過.剰
人
口
論
に
.か
ん
す
る
一
考
察

を
お
い
た
の
は
、
货
働
供
給
側
の
条
件
を
ー
麻
不
変
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、 

有
機
的
構
成
の
高
度
化
に
：と
も
.な
ぅ
相
対
的
過
剰
人
口
の
発
生
の
問
題
を
、
' 

純 

粹
に
し
め
す
必
要
が
あ.
っ
た
か
ら
で
あ
っ

.

て
、
.労
働
供
給
側
の
条
件
を
軽
視 

.

し
て
：い
た
の
で
は
決
し
て
な
，い
。
事
実
マ
ル
ク
ス
は
、
有
機
的
構
成
の
高
度
化 

.

に
と
も
な
ろ
相
対
的
過
剩
人
ロ
0

説
明
を
終
え
，た
後
に
は
、
資
本
の
蓄
積
が
労 

働
の
.

需
要
と
供
給
と
に.たi

.

し
.
て

「

同
時
に
両
面
的
に
作
用
れ
る

」
.こ
と
に
注 

目
し
、

こ
こ
に
相
対
的
過
剰
人
口
が
倍
加
さ
れ
る
要
因
を
指
摘
し
、
強
調
し
て 

い
る
の
で
あ
る。

.

.
ま
ず
こ
の
問
題
に
つ
い
て
ヽ
ン
第
ー

一

十
三
章
の
第
三
節
で
強
調
さ
れ
て
い
る
の 

は
、

一
人当

り̂

■

§

の

_

お

に

よ

る

相

^

吣
砠
剰
人
ロ
の_
^

で

あ

る,0 

.
.

機
械
制
大
エ
氣
の
も̂

で
は
、
：
機
械
や
建
物
に
支
出
さ
れ
る
資
本
部
分
を
拡
大 

'

せ
ず
に
生
産
を
増
大
す
る
た
め
に
、
あ
る
い
は
、

:

機

械

の「

道
徳
的
磨
損」

に
： 

よ
る
損
失
か
ら
ま
ぬ
：か
れ
る
た
め
に
、
各
資
本
家
は

T
1

定
分
量
の
労
働
を
多 

数
©*

労
働
者
か
ら
で
は
な
く
少
数
の
労
働
者
か
ら
擁
り
出
す
こ
と
を

…
…

絶
対 

的
利
益
と̂

^

1_
.

と
.
こ
ろ
で「

機
械
の
進
歩」

ば
本
来
的
に
は
労
働
を
節
約
す 

る
手
段
と
な
：る
が
、
.

資
本
制
制
度
の
も
と
で
は
、「

•各
瞬
間
に
よ
り
多
く
の
労 

條
か
か
か
か
、または、

^

!

か

か

わ

か

搾

取
t

る 

た
め
の
組
織
的’

於
と
し
て
役
取
つ』

ぅ
え
に
、
■相
対
的
過
剰
人
口
の
压
迫
の 

も
と
で
労
働
者
の
資
本
の
も
と
へ
の
従
属
が
強
化
さ
一
れ
る
た
め
、
就
業
唐
は
労 

働
日
'

の
延
長
や
労
働
強
度
の
増
大^

よ

つ

て

赞

働

^

^

を

増

加

す

る

こ

と

を

余
 

儀
な
ぐ
あ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え

「

舊

的

過

剩

人

ロ'
の
発
坐
は
、
.生

盡

程

の

技 

術
的
変
化
に
照0

す
る
可
変
資
本
の
相
対
的
_
少
か
ら
生
ず
る
よ
り

一 
'層
倍
加

'

.

-

一

(

三

六

七

ソ



さ
れ
る
こ
と
と
：な
.る
。
こ
の
よ
ぅ
に
し
て
、
.

「

労
働
者
階
級
の
就
業
部
分
の
過
度
. 

贫
働
は
馨
の
予
備
軍
を
膨
脹
さ
せ
る
が
、
他
方
で
は
逆
に
、
.予
備
軍
が
そ
の 

競
争
に
よ
マ
て
就
業
者
に
加
え
る
压
迪
.の

増

加

は

就

業

者

を

し

て

、
.
：
過

度

労

働
 

と
資
本
の
命
令
て
へ
の
識
属
と
を
余
儀
な
く
さ
せ
る」

.

の
.
で

あ

る

。
：
こ
_
こ

に

は
 

相
対
的
過
剰
人
ロ
と
就
i

働
者
の
過
度
労
働
と
が
併
存
し
て
い
る
と
い
ぅ
矛
.
. 

.
盾
が
あ
る
の
み
で
は
な
く
、
両
者
が
相
互
に
促
進
し
あ
ぅ
と
い
ぅ
惡
循
環
が
み 

ら
れ
る
の
で
あ
る
”

.

以
上
の
こ
と
は
、
相
対
的
過
剰
人
ロ
の
分
析
に
.
お
い
て
、
労
働
時
問
や
労
働 

強
度
の
問
題
が
き
わ
め
て
重
要
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
教
示
し
て
い

(

注6
 )

る
。

.
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■ 

:
 

..

.

(

注
1〕

.『

資
本
論』

第
ー
部
、
九
九0

頁
。

ノ 

(

注
2

)

同
右
、
六
五
七—

八
寅
。

(

注
3

)

.
同
右
、
九
八
四
頁
0

.

(

注
4

)

同
*-

六
七
九
寅
。

■

• 

•

.

注
&
 )

同
右
、
九
八
五
頁
。 

：

(

注
6

)

こ
の
意
味
で
つ
ぎ
の
マ
ル
ク
ス
の
言
及
は
重
要
で
あ
る
。「

ィ
ギ
リ 

.

ス
に
お
け
る
労
働『

節
約』

の
た
め
の
技
術
的
手
段
は
巨
大
な
"
も
の
で
' 

あ 

る
。
と
，は
い
え
、
明
日
に
も一

.

般
的
に
労
働
を
合
理
的
な
程
度
に
制
限
し
、
 

ま
た
、
労
働
者
階
級
の
種
々
の
層
に
た
い
し
年
齢
と
性
に
ふ
さ
わ
し
：い
労
働 

の

：丹

編

制

を
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
現
存
の
労
働
者
人
口
だ
け
で
は
、
国
民
的 

巫
勝
を
そ
の
今
日
の
規
模
で
継
練
す
る
に
は
絶
対
的
に
不
充
分
で
あ
ろ
う
。

.

上
ハ
ニ 

(

三
六
八)

. 

, 

• 

.

.

.

.

. 

•

.-
■

現

に『

不
：生
塵
的』

な
免
働
者
の
大
多
数
は.『

生
鹿
的』

労
働
者
に
転
化
さ

れ
：ね
ば
な
ら
ぬ
で
，あ
ろ
.
う
o 

J

X

.同
右
、：：

九
八
ガ—

六
頁)

.'
,
"

. 

.

.

.

.

.

.

.

.
 

. 

.

. 

. 

. 

. 

. 

.

-
• 

V

.
労
働
供
給
側
の
問
題
と
し
て
い
ま
一
つ
重
要
な
の
は
、
機
械
制
大
工
業
の
発 

展
と
と
も
に
、
未
熟
練
労
働
の
分
野
が
拡
大
さ
れ
、
婦

女

子

パ

労

働

力

が

労 

働
市
場
に
進
出
す
る
こ
と
で
あ
る
。
資
本
は
こ
れ
ら
の
.低
廉
な
労
働
力
に
よ
っ 

て
、
男
子•成
年
の
熟
餐
働
力
を
で
き
る
か
ぎ
り
駆
逐
し
、

「

剧
ひ
免
和
餘
修 

を
も
ら
て
よ
り
多
く
の
労
働
カ
を
舰
買

」

.し
よ
う
と
す
る
た
め
、
.
こ
れ
は㈣
節 

:

で
み
た
熟
雜
穷
働
力
の
駆
逐
'.
.
転
落
を
促
進
す
る
強
力
な
要
因
と
な
る
。
そ
れ 

ば
か
り
で
は
な
く
、

マ
ル
ク
ス
は
第
十
三
章
で
は
、
こ
れ
を
相
対
的
過
剰
人
口 

を
形
成
す
る

j

因
と
み
な
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。

「

勝
齋

か

滕
.
如 

用」

は
、「

一
部
は
^
働
者
階
級
の
う
ち
従
来
は
手
の
と
ど
か
な
か
っ
た
層
を 

資
本
の
手
に
寄
耗
す
る
こ
と
に
よ
り
、

j

部
は
機
械
に
よ
っ
て
駆
逐
さ
れ
た
労 

働
者
を
遊
離
さ
せ
る
こ

，

と
に
よ.っ
.て
、
資
本
の
命
ず
る
法
則
•に
従
わ
ね
ば
な
ら 

ぬ
逆
齋
；分
働
！
rA ^
p o
を
生
み(

|
对

。

」

ま
た
、
こ
れ
と
関
連
し
て
、
資
本
蓄
積
の
発
展
過
程
で
没
落
す
る
独
立
小
也 

産
者
や
資
本
家
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ヤ
化
も
無
視
で
き
な
い

0 

.

.

な
お
、
労
働
力i

の
増
加
傾
向
に
つ
い
て
今
一
つ
附
言
し
な
け
れ
ば
な
ら 

な
い
の
は
人
口
の
増
加
傾
向
で
あ
る
。
衆
知
の
ご
と
く
、

マ
ル
ク
ス
は
人
口
の 

自
然
的
増
加
か
.ら
過
剰
人
口
を
説
明
す
る
マ
ル
サ
ス
的
主
張
に
は
徹
底
的
に
反 

対
し
て
い
た
が
、
資
本
制
生
産
の
発
展
が
労
働
者
入
口
を
増
加
さ
せ
る
諸
契
機 

を
ふ
く
ん
で
い
る
とと
を
し
ば
し
ば
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
労
1

者
人

ロ
の
増
加
を
、
就
業
労
働
者•
賃
労
働
者
の
増
加
の
一
つ
の
基
礎
と
，み
な
し
て 

い
た
よ
う
で
あ
る
。

マ
ル
ク
ス
に
よ
れ
ば
、
ま
ず̂

一
 

に
、

労
働
者
人
口
の
増
大
は
、

「

大
工
業 

の
労
働
者
の
生
活
環
境.の
.必
然
的
結
果
た
る
早
婚
に
よ
り
、

ま
た
、
労
働
者 

児

童

.
の

搾

取

が

労
働
者
児
童
の
生
産
に
与
え
る
褒
賞
に
よ
‘

て」

促
さ
れ
る
。
 

し
た
が
っ
て
資
本
制
生
産
の
も
と
で
は
、

「

第

も
っ
と
も
資
本®

積
の
も
と
で
資
本
が
労
働
者
人
口
に
比
し
て
.過
大
と
な 

る
と
、「

一
方
で
は
、
労
賃
の
昂
騰
.
し
た
が
っ
て
労
働
者
の
子
女
を
ひ
ど
く 

減
少
さ
せ
絶
滅
す
る
諸
勢
力
の
緩
和
-

お
よ
び
結
婚
の
容
易m

v

に
よ
っ
て
労 

働
者
人
ロ
を
だ
ん
だ
ん
増
加
さ
せ
る

」

.

傾
向
も
作
用
す
る
の
で
あ
る
が
、
同
時 

に
他
方
で
は
、「

機
械
の
.
採
用
お
よ
び
改
良」

に
よ
り
、「

一
そ
う
#
^
に
人
為 

的
.

相
対
的
過
剰
人
ロ
を
創
造
す
％
の
で
あ
っ

.

て
、
ン
か
於
を
,
わ
か_

_

資 

本
制
生
産
の
も
と
で
は
貧
困
が
人
口
を
生
み
だ
す
の
で

——

勒
勢
か
备
齋
か
ん 

ロ
増
加
の
温
室
で
あ
る
⑶
丨
そ
れ
ゆ
え
、

「

资
本
制
生
産
過
程
の

1

契

機

に

.ほ

か 

な
ら
ぬ
資
本
制
的
蓄
積
過
程
の
本
性
力
ら
し
て
、
お
の
す
か
ら
、
.資
本
に
転
化 

さ
れ
る
べ
き
使
命
を
も
つ
生
産
手
段
の
分
量
の
増
大
は
、
，捲
取
さ
れ
う
る
労
働 

者
人
ロ
の
照
应
的
な
増
大
お
よ
び
む
し
ろ
過
剰
を
さ
え
も
常
に
手
も
と
に
見
出

S

V

す
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

j

 

8

は

、

こ
，
の

よ

う

.に

労

働

者

人

口

の

増

加

傾
 

向

を「

資
本
制
的
蓄
積
過
程
の
本
性

」

に
ゆ
ら
い
す
る
必
微
的
傾
^
と
み
な
す 

こ
と
に
は̂

問
を
も
つ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
はマ
ル
ク
ス
の
見
解
を
紹
介
す
る

■
に
と
ど
め
て.
お
く
。

)

パ

(

注
7
 )

『

資
本
論』

第
一
部
、
九
八
五
頁
。

(

注
8

)

同
右
、
六
六
一
頁
。

.
C

注
9

)

同
右
、
九
九
兰
頁
。

(

注
10

ソ
同
右
、
九
九

.

.五
貢
。

.：

(

注
11)

同
右
、
第
三
部
、
三
ニ
 

一K

。

.

(

注
12)

.

同
右
、
三
ニ
一
 

頁
。
 

.

さ
て
、
以
上
の
ご
と
き
一
人
当
り
^

_

§

の

増

邱

婦

女

子

•
児
童
の
労 

働
力
化
、
独
立
小
生
產
者
や
資
本
家
の
転
落
、

(

人
口
増
加)

、
の
諸
傾
向
は
、 

有
機
的
構
成
の
高
度
化
や
恐
慌
に
起
因
す
る
相
対
的
過
剰
人
口
の
発
生

h

かi

 

体
を
論
証
す
る
場
合
に
は
一
应
捨
象
す
べ
き
も
の
で
は
本
る
が
、
こ
れ
ら
の
諸 

傾
向
が
生
産
力
の
向
上.
資
本
蓄
積
の
過
程
に
.お
い
て
う
み
だ
さ
れ
る
必
然
的 

傾
向
で
あ
る
以
上
、
こ
れ
ら
は
相
対
的
過
剰
人
口
の
発
生
を
促
進
.
強
化
す
る 

要
因
と
し
て
と
ら
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
れ
と
同
時
に
、
こ
れ
ら
が 

い
ず
れ
も㈡

铘
•

㈢

節
で
み
た
相
対
的
過
剰
人
口
と
相
互
促
進
的
な
関
連
を
も 

つ
こ
と
を
も
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
0

.

さ
ら
に
ま
た
、.
す
で
に
み
た
ご
と
く
、

マ
ル
ク
ス
は
相
対
的
過
剰
人
口
の
'形 

成
‘

，
吸

引
.

再
形
成
ヴ
変
動
を
逋
し
て
で
は
あ
れ
、
資
本
制
生
産
の
発
展
に
と 

も
な
っ
，で
資
本
の
も
と
に
絶
対
的
に

従
！！

す
る
就
業
労
働
^
が
増
加
す
る
と
考 

え
て
い
た
の 
'で
あ
る
が
、
以
上
のよ
う
な
^

働
力
供̂

の
増
加
M

こ
そ
は
、

六

三

(

三
六
九)

マ
ル
ク
ス
の
相
対
的
過
剰
人
口
論
に
.か
ん
す
る
一
考
察



六
.
四

a

一一
 

七
0

)
.こ
の
基
礎
を
な
す
も
の
に
ほ.かな
ら

な
い
。
こ
れ
ら
労
働
力
供
給
の
増
加
を
基 

礎
に
し
て
、
.資
本
制
生
産
の
規
模
と
賃
労
働
者
の
増
大
が
行
な
わ
れ
る

の
で
あ 

り
、
こ
の
拡
大
さ
れ
た
生
産
の
も
と
で
相
対
的
過
剰
人
ロ
の
：発
生
が
よ
り
激
し 

く
よ
り
大
規
模
と
な
つ
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
め
意
味
で
も
、
本
節
の
問
題
は
、 

資
本
蓄
積
に
と
も
な
う
相
対
的
過
剰
人
口
の
創
出
•
増
加
の
免
折
に
お
い
て
重 

要
で
あ
ろ
う。

.

.

-

'■
㈥

節
資
本
制
的
蓄
積
か
発
展
に
と
も
だ
う
■
ベ
 

相

対

的

過

剰

人

口

の

增

大

■

以
上
本
論
に
お
い
て
は
、'マ
ル
ク
ス
の
相
ガ
的
過
剰
人
ロ
の
分
析
が
、
き
わ 

め
て
多
角
的
な
も
の
で
あ
つ
た
こ
と
を
強
調
し
た
。

' 

h

す
な
わ
ち
、
ま
ず
資
本
制
生
産
に
お
'
い
て
は
、
本
来
的
に
は
労
働
を
節
約
す 

る
は
ず
の
生
産
力
の
向
上
は
、
有
機
§

成
の
高
度
化〗

.
可
変
資
本
の
相
対
的 

減
少
と
し
て
瑰
わ
れ
、
労
働
者
の
.

一
部
を
駆
逐
す
る
傾
向
•.矛
盾
を
も
つ
て
い 

る
。
資
本
制
的
蓄
積
の
発
展
は
必
然
的
に
、

'

有
機
：

成
の
高
度
化
を
も
た
ら 

し
、
こ
の
有
機̂
^

成
の
高
度
化
の.
も
と
.

で
は
、
従
来
の
就
業
者
を
維
持,.
増 

大
す
る
に
は
的
な
資
本
蓄
積
を
必
要
と
す
る
と
と
に
な
る
が
、
こ
の

^

®

 

的
な
蓄
積
は
種
々
の
諸
変
動
•
諸
制
限
の
も
と
に
お
い
て
の
み
ぼ
罾
す
る
ハ

㈠
. 

節)

。
す
な
わ
ち
、
労
働
力
：を
吸
引
す
る
資
本
の
累
進
的
な
集
積

•

集
中
は
、
さ 

ら
に
一
層
の
有
機§

成
の
高
度
化
を
も
た
ら
す
う
え
に
、
か
か
る
生
産
力
の 

向

上
.

罾
ボ
の
双i

は
、
個
別
諸
資
本
間
の
競
争
の
も
と
で
、
各
種
の
変
動

. 

制
約
を
と
も
な
う
の
で
あ
つ
て
、
：か
'
か
る
過
程
に
お
い
て
、
有
機
的
構
成
の
高

.

度
化
に
よ
っ
て
労
働
者
が
駆
逐
さ
れ
る
と
い
う
傾
向
.•..矛
盾
が
現
実
化
す
る
の 

.

.

で
あ
る
S

節)

。
さ
ら
に
ま.
た
、
生
産
力
の
向
上
と
資
本
蓄
靖
と
の
相
互
親 

的
な
発
展
過
程
に
お'い
て
、.■
生
産
諸
力
の
無
制
限
的
発
展
傾
向
と
、
価
値
の
実 

現
.

増
猶
の
た
め
の
諸
条
件
と0

矛
盾
が
周
期
的
に
は
恐
慌
と
し
て
.
爆
発
し
、 

再
生
.
産
の
碑
減
'

.

縮
小
に
'
よ
っ
て
大
量.
の
労
働
者
を
反
撥
す
るS

節)

。
そ 

し
て
、
以
上
の
ご
と
き
諸
変
動
，

€
?

も
と
で
労
働
者
が
た|ぇ

ず「

反
撥」

.「

吸 

引」

さ
れ
る
の
で
あ
り
、',
こ
の
過
程
に
お
い
て
、^
_

罾
の
消
耗
.
転
落
が
す 

す
み
、
相
対
的
過
剰
人
口
の—-
部
は
'「

固
定
的
過
剰
入
口」

や
窮
民
層
と
な
っ 

'

.て
い
く 
S

節
.

)

。
他
方
、
機
械
の
資
本
制
的
利
用
や
、.
相
対
的
過
剰
人
口
の
圧 

•

迫
^

よ
っ
て
余
儀
な
く
さ
れ
る
就
業
労
働
者
の
労
働
供
給
の
増
加
や
、
あ
る
い 

枕
資
本
蓄
積
過
程
で
生
じ
る
労
働
力
の
供
t

加
の
諸
傾
向
は
、
以
上
の
よ
う 

な
相
対
的
過
剰
人
口
の
発
生
を
倍
加
す
る
の
で
あ
る

‘
S

節)

。

マ
ル
タ
ス
は
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
多
様
な
内
容
に
お
：
い
て
、
相
対
的
過
剰
人 

ロ
の
発
生
を
と
ら
え
てい
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
マ
ル
ク
ス
が
資
本
制 

的
蓄
積
の
発
展
にと
も
.な
い
相
対
的
過
剰
人
口
が
増
加
する
と
主
張
し
た
時 

も
、
そ
の
.内
容
は
、-
有
機
的
構
成
の
高
度
化
に
よ
っ
て
社
会
全
体
の
可
変
資
本 

.
総
量
が
遞
減す
る
た
.

め
、
慢
性
的
な
過
剰
人
口
が
累
積
さ
れて
い
く
と
い
う
よ 

う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

,
,
マ
ル
ク
ス
に
お
い
て
は
、
資
本
制
的
蓄
積
の
：発
i

程
に
お
い
て
、
非
農
林 

業
部
門
で
.
は
長
期
的
に
み
れ
ば
就
業
労
働
者
総
数

——

資
本
の
も
と
に
絶
対
的 

、

に従属し

•

資
本
を
増
殖
す
る
賃
労
働
奮
は
増
加
す
る
傾
向
を
.も
っ
て
い
る
。 

だ
が
こ
の
資
本
の
増
大
と
賃
労
働
者
の
'

増
大
の
過
程
は
、
生
産
力
の
一
層
の
発

展
と
そ
れ
に
と
も
な
う
よ
り
激
し
い
諸
変
動
の
も
と
で
、
相
対
的
過
剰
人
口
の 

よ
り
激
し
い•
よ
り
大
規
模
な
る
形
成
を
と
も
な
い
づ
つ
進
展
す
る
の
で
あ
る
。 

し
た
が
っ
て
、
相
対
的
過
剰
人
口
の
増
大
と
い
う
こ
と
は
、
す
で
に
み
た
よ
う 

な
ま
さ
に
多
様
な
内
容
の
拡
大
.

深
化
に
ほ
か
な
ら
な
か
つ
た.の
で
あ
る
。
す 

な
わ
ち
、
社
会
全
体
の
資
本
量
の
拡
大
、
生
産
規
模
お
よ
び
就
業
労
働
者
数
の 

拡
大
、
生
産
力
の
発
展
、
に
と
も
な
い
、

「

資
本
に
'±
る
労
働
者
の
よ
り
大
き
い 

吸
引
が
そ
の
よ
り
大
寺
い
反
撥
と
結
び
づ
い
て
い
る
斯
歡
い
わ
か
ル
於
か
ル
、

资

本

の

有

機

：

g
p

g

お

よ

び

資

本

の

技

術

的

霞

に

お

け

る

変

動

の

速

さ

が

増
 

加

し

、

ま

た

、

時

に

は

同

時

に

時

に

は

交

互

に

こ

.
の

変

動

を

き

た

す

生

産

部

面
 

の

範

倒

が

膨

脹

す

る

。

だ

か

ら

労

働

者

人

ロ

は

、

そ

れ

自

身

に

よ

っ

：
て

生

産

さ
 

れ

る

資

本

蓄

積

とと
も
に
、そ

れ

自

身

の

相

対

的

過

剰

化

の

手

段

を

ま

す

^

-

 

大

量

的

に

生

産

す

名

。

1_
.
の

：で

あ

る

？

他

方

、
資

本

制

的

蓄

積

の

発

展

と

と

も

'に

、 

産

業

循

環
.の

変

動
.
の

'
激

し

さ

も

、

そ

れ

が

と

ら

克

る

生

産

分

野

の

広

さ

も

拡

張
 

し

、

し

た

が

っ

て

恐

慌

に

お

い

て

.j

挙

k

排

出

さ

れ

♦
.
沈

滞

期

に

滞

留

す

る

相
 

対

的

過

剰

人

口

も

増

大

す

る

で

あ

ろ

う

。
こ

，の

よ

う

な

労

働

者

の

「

反

撥

1-
•「

吸
 

引

」

の

激

化

に

と

も

な

い

、
：
^

た

相

対

的

過

剰

人

口

の

圧

力

に

よ

る

就

業

者

の
 

資

本

の

も

と

へ

の

従

属

の

強

化

に

と

.も

な

い

、.

労

働

者

の

消

耗

•

転

落

が

促

進

. 

名

れ

、
停

滞

的

過

剰

人

；
ロ

や

1

恤

的

窮

民

も

ま

た

增

大

す

る

で

あ

ろ

う

か

ら

、 

資

本

制

生

産

の

披

大

と

- >

1

-4
に

调

定

的

：
.

慢

性

的

な

層

は

よ

り

大

量

に

な

っ

て
 

い

く
.で

あ

ろ

う
0

'
 

.

そ
れ
ゆ
え
、

マ
ル
ク
■ス
は
相
対
的
過
剰
人
口
に
か
ん
す
る
分
析
の
終
り
に
お 

い
て
、'
*s

妻

本

」

の

増

大

と「

。7°
po
t/
o

4

';
°

i

lo

ぃ
か
•

l 0
^

s

J:
o

r>
°
を

マ
ル
ク
ス
の
相
対
的
過

.剰

入

口

論

に

.か

ん

す

る

一

考

察

等
の
労
働
の
生
産
力

」

の
増
大
に
と%-
な
い
、
産
業
予
備
軍
が
増
加
す
る
と
と 

も
に
、
：「

固
定
的
過
剰
人
口」

、.「

窮
乏
層J、

r

公
認
の
簾
恤
的
窮
民」

が
増 

加
す
る
と
い.
う
多
様
な
内
容
を
も
っ
て
、

「

蒙

4

_

蒙

象

吹

1.

露
 

な
法
則」

.
と

し

た

.
の

で

あ
っ
た
。
資
本
蓄
積
に
お
け
る
生
産
力
の
向
上
は
ま
こ 

:

と
に
、
：就
業
労
働'者
の
：「

労
働
諸
条
件」

の
悪
化
、「

彼
の
妻
子」

の
労
働
者 

化
、
相
対
的
過
剰
人
口
の
形
成
と
.そ
れ
に
よ
る
労
働
者
の
資
本
の
も
と
へ
の
従 

属
の
強
化
、
等
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、

「

一
方
の
極
で
の
富
の
蓄
積
ぱ
、

そ
の 

対
極
で
は…

：.
•同
時
に
、
貧
困.
.
労
働
苦v

奴
隸
狀
態
.

無
知
.野
生

化

ぉ

.ょ
 

び
道
徳
的
廑
落•
.
の
蓄
積
で
あ
るJ

と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
主
張
の
内 

容
は
、
序
論
で
指
摘
し
た
：マ
ル
ク
ス
の
雇
用
.

失
業
分
析
に
お
け
る
諸
特
微
と
、 

本
論
で
明
ら
か
に
し
だ
相
対
的
過
剰
人
口
論
の
諸
論
点
を
理
解
す
る
こ
と
に
よ 

っ
て
は
じ
め
て
芷1>
-<
-

把
握
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
立
場
に
た.つ
な
ら
ば
、
有
機
的
構
成
の
高
度
化
か
ら
た
だ
ち 

に
慢
性
的
な
相
対
的
過
剰
人
口
の
累
積
を
推
論
し
た
り
、
あ
る
い
.は
慢
性
的
な 

相
対
的
過
剰
人
口
の
も
と
で
賃
金
が
一
様
に
，
を
た
つ
ね
に
労
働
力
の
価
値
以 

下
に
切
り
下
げ
ら
れ
る
と
考
え
、
こ
う
し
た
平
板
な
画

一

的
分
析
が
ら
労
働
者 

.

の
絶
対
的
窮
乏
化.を
主
張
し
た
り
す
る
と.と

は

.、

.
大

き

な

款

り

と

い

わ

ね

ば

な
 

ら

な

い0 

.

(

注
1-)

，『

資

本

論

』

第一

部

、
，
九

七

：
八

'
頁

。
 

.

(

注
2

)

：
-
同
右
、
九
九
六
頁
;0
へ 

.

(

注
3

)

同
右
、
九
九
七
I

八
'
頁
。

.

六

五
.(

三

七一
)



へ
な
お
最
後«
.

;

:相
対
的
1

人

ロ
.*
:

窮

民

の

證
.
，
増

大

が
.
->
_

老
^

^

:
 

の
岡
争M

よ
：つ
て
か
な
り
修
证
名
取
泽
态
と
を
指
摘
し
で
：お
き
龙
い
：

0
:
へ
■ 

.
V 

.-

労
働
者
階
級.
に
よ
る
解
福
反
対
の_

争
、:
そ
れ
と
む
す
び
つ
.け
て
新
技
術
導 

久
.
に
さ
.
い̂

て
行
な
う
震
術
修
得
ル
機
会
の
要
求
、
：：あ
る

.
い
ば
^
ら
ゆ
る
職 

種
間
の̂

3

^

移

動
-:
0

:

要
$

ほ
、
：1

:

に
よ
る̂

働
者
の
£:

撥
や
新
.

10

労
.

： 

働
力
の
急
速
な
る:^
#

#

を
緩
和
す
る
で
：あ
ろ
う
。
;-
:
'
.
'ま
た
失
1

対

鬪
.#
*

と
1

 

:

て
、
労
働
時
間
短
縮
上
労
働
強
化
^
対
の
要
求
が
き
わ
め
て
有
効
な
匕
と
も
本 

論
め
篇
に
よ
々
て
明
ら
か
で
あ
ろ
う
°.

し
.
た
が
っ
：て
ま
た
、
階
級_

争
を
逋
. 

じ
て
、
解
雇
、
就
業
時
間
等.に
か
ん
す
る.
立
法
が
、ど
の
程
度
成
立
し
て
い
る
が 

と
い
う
事
情
も
重
要
で
：あ
る
し
、
.

他
方
、
最
低
潰
金
制
、
.家
内
労
働
法
等
の
立 

法
は
、.
不
規
則
就
業
の
停
滞
的
過
剰
入
口
.

の
形
成
に
影
響
す
る
で
あ
ろ
う
。

.

.

も
ち
.
ろ
ん
、
■£
.
れ
ら
が
'

§

府
的
生
産
の:%
と̂

の
生
産
カ
の
向
上
，
資' 

本
蓄
積
に
と
も
な
う
諸
変
動.
t

e

l

>
あ
る
い
：は
産
業
循
環
の
変
動
そ
の
も 

め
を
，止
揚
す
る
も
の
で
な.い
以
上
、.
こ
れ
ら
の
影
響
も
部
分
的

•：；
一
 

時
的
な
も 

の
で
あ
ろ
う
が
、_現
実
分
析
に
お.
い
て
は
こ
.れ
ら
の
役
割
と
そ
の
限
界
と
を
正 

.

し
く
判
断
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
：

X
 

X
 

. 

. 

X
 

.

本
稿
は
、『

資
本
論』

に
お
け
る
相
対
的
過
剰
人
口
の
^
^
に
か
ん
す
る 

諸
論
点
を
明
確
に
し
て
、

分
析
の
た
め
の
基
^
理
論
を
確
立
し
よ
う
と 

し
た
も
の
で
あ
る
が
、
な
お
残
さ
れ
た
問
題
は
少
な
く
な
い
。

へ
残
さ
れ
た
大
き
な
問
題
の
一
つ
は
、
本
稿
で
は
、

.

分
析
の
.
対
象
を「

応
産

:,
.
.業

業

と

：-1>
:
て
い
る
ど.
と
で
あ
る
。
し
が
し
、
資
本
主
義
の
発
展
と
と
も
に
、

■■
:

社
会
的
分
業.
に
よ
っ
て
、
罾_

ポ
は
員
—

ホ
か
ら
^
&
ル
す
る
の
で
あ 

'

マ
'
て
、
と
こ
に
お
け
る
労
働
者
の
雇
用
は
、
生

墨

程

で

.機
能
す
ゐ
資
本
と 

共
通
し
て
い
る
面
を
も
っ
て
い
.
る
が
、
他
面
、:'1

疮
独
自
に
考
察
す
べ
き
問 

題
を
も
.に
.
.な
.
つ
：.て

；
い

る

.
。

. 

, 

■ 

へ.
'

V

.
•'
.
■

さ
ら
匕
ま
た
士
資
塗
義
の
堯
展
と
と
も
に
、

.
銀

行

、

信

用

制

度

の

発

展
 

.

.や
、：：
い
わ
ゆ
る
サJ
ビ
ス
部
門
の
拡
大
に
よ
マ
て
、
：不
生
産
的
労
働
者
の
雇 

へ
用
が
増
大
す
る
ほ
か、
' 国
家
：に
よ
っ
て
、
砠̂

に

も

と

づ

い

：
た

胄

胄

'
'
兵

士
 

,

の
雇
用
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
ク
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
を
、
資
本
の 

生
庳
過
程
と
の
i

に
お
い
て
と
ら
え
、
.
.そ

れ

ぞ

れ

の

雇

用

の

資

本

制

的

意
 

.

義
や
を
会
阶
役
割
、
雇
用
主
と
労
働
者
と
.の
関
,

労
働
市
場
の
特
徴
等
、

:

を
分
析
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

V
.
.

 

’
*

:

.
 

‘ 

ぐ〜

^

第
二
：の
問
題
は
、

こ
の
分
析
が
産
變
本
主
義
段
階
に
限
定
さ
れ
て
い
る 

ご

ど

で

あ

る

。

尨

？
ど

も

、

産

業

^

^

義

段

階

の

分

析

と

し
て
も
、
な
お 

残
さ
れ
て
い
る.
問
題̂—

-

と
く
'
に̂

節
I

が
あ
る
が
、
.独
占
資
本
主
義
段 

階
に
.お
’

い
て
は
さ
ら.
に
多
く
の
，問
題
が
究
明
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
独
占
資 

本
主
義
段
階
で
は'

独
占
相
互
間
、
’

あ
る
い
は
独
占
•
非
独
占
間
の
諸
競
争 

の
も
と
で
、
諸
資
本
に
お
け
る
資
本
蓄
積
•

生
産
力
の
向
上
も
種
々
の㈱

罾 

を
お
び
る
し
、
：
さ
ら
に
ま
た
現
段
階
に
お
.い
て
は
産
業
循
環
が
い
わ
ゆ
る 

.

.「

形
態
変
化」

を
し
め
す
た
め
、
こ
れ
ら
の
师
題
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
な
に 

よ
り
も
ま
ず
必
要.
で
あ
み
ぅ
。
産
業
循
環
の

「

形
態
変
化」

に
と
も
な
い
、 

㈢

節
の
問
題
办
現
ゎ
れ
方
は
変
化
す
る
し
、
し
た
が
っ
て
ま
た
こ
の
問
題
と

S

節
の
問
題
と
は
よ
り

一

層
複
雑
に
か
ら
み
あ
っ
て
現
わ
れ
る
で
あ
ろ
ぅ
。

,

さ
ら
に
ま
た
、.現
段
階
で
は
商
業
資
本
は
じ
め
、
そ
の
他
種
々
.
の
.部
面
で 

雇
用
さ
_れ
る
不
生
産
的
労
働
者
の
問
題

(

右
の
第

t

の
問
題)

も
よ
り
.一
罾 

重
要
な
問
題
と
な
？
て
く
る

V

 

、

し
か
し
他
方
で
は
、
労
働
組
合
の
勢
力
が
増
大
し
、
失
業
反
対
闘
争
、
諸 

立
法
、
あ
る.
い
は
国
家
に
よ
る
失
業
対
策
等
が
す
す
む
の
で
あ
る
か
ら
、
そ

.

れ
ぞ
れ
の
意
義
と
限
界
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
ろ
ぅ

。
'

'

.

以
上
の
意
味
で
、
き
わ
め
て
多
く
の
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら 

の
分
析
も
基
沐
的
に
は
や.は
り
、
ホ
罾
で
し
め
し
.た
結
論
点
に
そ
く
し
て
す 

:

す
め
て
い
く
必
要
が
あ

K
?

と

思

わ

れ

る

.
。

、

：

.

:

,

，

'
■
. 

.

:
:ン
？

九

六O

年

-.
月

一
〇

日)

舞

マ

ル

ク

ス

の
'
相

対'的

過

乘

人

口

論

.

に
.

か
.
ん

す

る

ニ

考

察

 

：

.

.

.

.

 

六

ヒ
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(

三
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